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い
！
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村
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ら
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市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

岡
部
正
英

　

朝
晩
の
冷
え
込
み
に
、
冬
の
気
配
を
感
じ
る
こ
の
頃
、
皆
さ
ん
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

先
月
、
12
日
、
13
日
と
石
川
県
の
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た「
日

本
女
性
会
議
in
金
沢
」
に
出
席
し
、
次
期
開
催
市
の
あ
い
さ
つ
と
本
市

の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
開
会
式
に
は
全
国
各
地
か
ら
男
女
共

同
参
画
の
志
を
持
つ
、
約
２
千
人
が
出
席
さ
れ
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
さ
す
が
に
加
賀
百
万
石
の
城
下
町
金
沢
で
の
日
本
女
性

会
議
は
大
規
模
で
立
派
な
も
の
で
し
た
が
、
来
年
の
佐
野
大
会
で
は
、

本
市
独
自
の
、
佐
野
な
ら
で
は
の
大
会
に
し
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
残

り
１
年
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と「
お
も
て
な
し
」
の
心
で
全

国
か
ら
の
お
客
様
を
迎
え
る
準
備
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

同
じ
く
13
日
に
は「
田
中
正
造
の
日　

環
境
フ
ェ
ス
タ
」
が
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
、
田
中
正
造
記
念
賞
の
市
長
賞
に
市
内
団
体
で
は
初
め

て
、
佐
野
高
校
科
学
部
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
く
佐
野
高
校

Ｓ
Ｇ
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
生
徒
に
よ
る
活
動
発
表
が
行
わ
れ
、
足
尾
鉱
毒
事
件

を
発
端
と
し
て
藤
岡
谷
中
村
か
ら
佐
呂
間
の
地
へ
移
住
し
た
人
た
ち
の

過
酷
な
開
拓
の
歴
史
に
つ
い
て
、
現
地
で
の
視
察
研
修
の
成
果
を
発
表

し
て
く
れ
ま
し
た
。「
田
中
正
造
の
日
」
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
地
元
高
校

生
が
正
造
翁
の
思
い
を
引
き
継
ぎ
、
活
躍
す
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

大
変
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
月
６
日
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
の
橋
本
聖
子

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
が
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
す
。日
本
女
性
会
議
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
控
え
、
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
活
躍
し
、
そ
の
後
も
仕
事
と
子

育
て
を
両
立
さ
れ
て
き
た
橋
本
さ
ん
の
経
験
、
体
験
を
通
し
た
お
話
が

聞
け
る
も
の
と
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
是
非
、
講
演
会

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

「
日
本
女
性
会
議
２
０
１
９

さ
の
」
と
の
出
会
い
と
意
義

　

Ｊ
Ｗ
Ｃ
さ
の
（
日
本
女
性
会
議
さ
の

大
会
を
成
功
さ
せ
る
会
）
で
役
員
を
務

め
、
男
性
の
立
場
か
ら
大
会
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
活
動
す
る
金
子
さ
ん
は
、
ご

自
身
と
「
日
本
女
性
会
議
２
０
１
９
さ

の
」
と
の
出
会
い
を
次
の
よ
う
に
振
り

返
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
に
町
会
長
に
着
任
し
た
金

子
さ
ん
は
、
町
会
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
積
極
的
に
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、「
佐
野
市

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
作
成
に
関
す

る
会
員
の
公
募
が
あ
り
応
募
、
活
動
を

始
め
ま
し
た
。

　

約
３
年
に
渡
る
活
動
が
一
段
落
す
る

と
、
そ
の
時
の
仲
間
か
ら
、
今
度
佐
野

市
に
お
い
て
「
日
本
女
性
会
議
全
国
大

会
」
を
誘
致
す
る
の
で
、
一
緒
に
活
動

し
な
い
か
と
誘
わ
れ
、
熱
心
な
金
子
さ

ん
は
、
自
分
の
成
長
や
町
会
運
営
の
充

実
へ
繋
が
る
と
感
じ
、
活
動
へ
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
日
本
女
性
会
議
」
の
歴
史
は
か
な

り
長
く
、
佐
野
市
で
の
開
催
は
通
算
で

第
36
回
目
で
す
。
さ
ら
に
、「
日
本
女

性
会
議
」
の
ル
ー
ツ
を
根
本
か
ら
支
え

 金子 正
ま さ お

雄 さん
（植野町）

○プロフィール

平成２６年から４年間、植野（台南）

町会長を務める。佐野市まちづくり条

例の会で会員として活動。現在、JWC

さの ( 日本女性会議さの大会を成功さ

せる会）会計。

て
い
る
貴
重
な
学
び
の
場
が
、
埼
玉
県

嵐
山
町
に
あ
る
「
国
立
女
性
教
育
会
館
」

で
す
。
そ
こ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
の

課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
現
状
の
ひ
ず
み

や
格
差
、
社
会
状
況
な
ど
を
双
方
向
に

学
習
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

金
子
さ
ん
は
「
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
（
男
女
平
等
の
度
合
い
）

が
先
進
国
の
中
で
も
ほ
ぼ
最
下
位
、
順

位
で
示
す
と
114
位
」
で
あ
る
こ
と
に
警

鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。

　

「
国
民
が
も
っ
と
関
心
を
も
ち
、
女

性
の
立
場
向
上
を
図
り
、
未
来
に
希
望

が
も
て
る
男
女
平
等
社
会
の
実
現
を

願
っ
て
い
ま
す
。“
女
性
の
柔
軟
性
に

富
ん
だ
心
と
愛
情
豊
か
な
知
性
”
が
あ

れ
ば
社
会
の
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
す
」

と
、
男
女
平
等
社
会
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

語
り
ま
す
。

　

「
日
本
女
性
会
議
２
０
１
９
さ
の
」

が
、
男
女
平
等
社
会
実
現
へ
の
一
歩
と

な
る
こ
と

を
願
っ
て

い
ま
す
。

（
市
民
記
者

佐
藤
久
夫
）

女性会議に向け、講座に参加する金子さん
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背
が
高
く
て
太
い
い
た
ど
り
を
、

ン
マ
ス
ッ
カ
ン
ボ
と
い
っ
た

　

い
た
ど
り
は
、
５
月
か
ら
夏
に
か
け
て
、
野
原
や
道
端
な
ど
日
当
り

の
よ
い
と
こ
ろ
に
生
え
ま
す
。
茎く

き

は
細
長
い
棒
の
よ
う
に
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ

ろ
と
伸
び
ま
す
。
あ
ま
り
目
立
た
な
い
が
、
白
っ
ぽ
く
て
小
さ
な
花
を

咲
か
せ
ま
す
。
若
い
茎
は
す
っ
ぱ
い
が
、
子
ど
も
の
こ
ろ
は
こ
の
す
っ

ぱ
い
味
に
興
味
が
あ
っ
て
よ
く
か
じ
っ
た
り
、
す
す
っ
た
り
し
た
も
の

で
す
。
こ
の
い
た
ど
り
を
見
る
と
、
地
域
の
人
た
ち
は
老
い
も
若
き
も

ス
ッ
カ
ン
ボ
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
い
た
ど
り
と
い
う
人
は
、
ひ
と
り

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

“
酢す

”
の
よ
う
な
味
を
、
共
通
語
で
“
す
い
”
と
か
“
す
っ
ぱ
い
”
と

い
い
ま
す
。
東
北
地
方
で
は
、
こ
の
酢
の
味
を
ス
ッ
カ
イ
と
か
ス
カ
イ

と
い
い
ま
す
。
県
内
に
も
そ
の
よ
う
に
い
う
と
こ
ろ
が
数
地
点
あ
り
ま

す
が
、
東
北
方
言
の
影
響
な
の
か
、
昔
か
ら
栃
木
方
言
と
し
て
使
っ
て

い
た
も
の
な
の
か
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
、
棒
の
よ
う
に
長
く
伸
び
た
茎
は
ス
ッ
カ
イ
の
で
、
最
初

は
ス
ッ
カ
イ
ボ
ー
、そ 

れ
が
訛
っ
て
ス
ッ
カ
ン
ボ
（
ー
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
ス
ッ
カ
ン
ボ
の
新
芽
の
皮
を
む
き
取
る
と
、
シ
ン
ト
（
茎
）
が
ヤ
ッ

ケ
ー
（
や
わ
ら
か
い
）
か
ら
、そ
こ
ン
と
こ
を
か
じ
っ
て
み
な
。
ス
ッ
ペ
ー

か
ら
」

　

い
た
ど
り
に
も
２
種
類
あ
っ
て
、
１
メ
ー
ト
ル
程
度
も
成
長
す
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
ン
マ
ス
ッ
カ
ン
ボ
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
に
比

べ
て
そ
の
半
分
程
度
し
か
伸
び
ず
、
茎
の
細
い
も
の
を
ス
ッ
カ
ン
ボ
と

い
っ
て
区
別
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
民
記
者　

森
下
喜
一
）

　９月２２日（土）・２３日（日）の２日間にわたり、佐野市国際

クリケット場開設後、初となるイベント「サマーピクニック＆クリ

ケット in 佐野」が行われました。

　９カ国８チーム対抗のクリケット試合や、子どもから大人まで楽

しめる「クリケットにチャレンジ」のほか、ピク

ニック気分でイベントを楽しめるようにと、「フェ

イスペイント・フォトコーナー」や、キッチンカー・

フードテントでの各国の料理出店、 また２２日夜

には屋外映画上映が行われました。来場者は会場

の天然芝での心地よい空間で、思い思いの方法で

イベントを楽しんでいました。

佐野市国際クリケット場で初のイベント

今回の表紙　「陶芸家・人間国宝　田村耕一　生誕１００年」
　佐野に生きた、現代陶芸の穏やかな変革者であり、人間国宝の認定を受けた陶芸家・

田村耕一の生誕１００年の年です。この機会に田村耕一の作品に触れてみてはいかがで

すか？

災害派遣医療チーム（LDMAT）の指定に向けて

　9 月２０日 (木）、佐野厚生総合病院長をはじめ、LDMAT 隊員となる

予定の医師らが市を訪問しました。同病院は、栃木県内の活動に限定し

た災害派遣医療チーム（LDMAT）の指定病院を目指し、整備を進めていま

す。LDMAT は県内を活動範囲とし、災害の発生直後（約４８時間以内）

に救出・救命部門と合同して機動的に活動するチームのことです。　

　院長は「地域の災害医療へより一層の協力をしていきたい。佐野市民

の命を守るため、一歩一歩レベルを上げていきたい」と、意気込みを語

ります。

　本市に「専門的な訓練を受けた災害派遣医療チーム」が誕生すること

で、災害医療の対応力向上が期待されます。いざという時に市民の命を

守るため、市も一丸となって活動していきたいと思います。 講習を終えた隊員ら

※市のフェイスブックでも、

　市内のイベントなどの様子

　をお知らせしています。

　ぜひ、ご覧ください！

芝でくつろぎ、映画鑑賞手軽に各国の料理を堪能
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道の駅
どまんなかたぬま

至
小
山

至
足
利

県道桐生岩舟線

東産業道路

西
産
業
道
路

● 各中継所位置選手の進行方向

カワチ薬品
佐野店

ラーメン亀嘉

凛法堂
（石材店）

和興縫製

ヤマダ電機

佐野市役所

佐野駅前

菊川町
交差点

大橋町

堀米町

浅沼町

道の駅

南小見
集会所

区間 出場区分 出発点～中継点

1 中学生男子 佐野市役所～カワチ薬品佐野店

2 ３０歳以上男子 カワチ薬品佐野店～南小見集会所

3 小学生女子 南小見集会所～凛法堂

4
５０歳以上男子また

は３０歳以上女子
凛法堂～和興縫製

5 女子（制限なし） 和興縫製～ラーメン亀嘉

6 小学生男子 ラーメン亀嘉～カワチ薬品佐野店

7 男子（制限なし） カワチ薬品佐野店～南小見集会所

8 ４０歳以上男子 南小見集会所～和興縫製

9 中学生女子 和興縫製～佐野市役所

第１４回佐野市民駅伝競走大会にご声援とご協力を！

　市内１４支部の代表選手が９区間で健脚を競い、世代を

越えてタスキをつなぎます。選手へのあたたかいご声援と、

交通規制などへのご協力をお願いいたします。

▲

日時＝１１月１１日（日）午前９時～１０時３０分頃（予定）

■

問合せ＝スポーツ立市推進課☎（２０）３０４９ 前回優勝の植野支部

秋の火災予防運動を実施します　　　　　　

■

問合せ＝消防本部予防課☎（２３）９９１０

　１１月９日（金）～１５日（木）まで、全国一斉に行われます。秋から冬にかけて暖房器具など火気を

取り扱う機会が増え、また空気が乾燥して一年を通して最も火災が起こりやすい時期です。最近、電気器

具や配線が原因とみられる火災が多く発生しています。いま一度、電気製品の点検をお願いします。

●住宅用火災警報器について

①プラグがしっかりささっているか　

②プラグの隙間にホコリがたまっていないか

③タコ足配線でたくさんの電気を使用していないか　

④電気機器からの異音や異臭がないか

　全ての住宅に、住宅用火災警報器の設置が義務付けられ

ています。まだ取り付けがお済みでないご家庭については、

寝室を中心に早期取り付けをお願いします。

〇住宅用火災警報器の設置が義務付けられている部分

・全ての寝室

・寝室が２階にある場合には階段の踊り場

・４畳半以上の部屋が５つ以上ある階の廊下

　また、取り付けた警報器は、日頃からお手入れや作動点

検を行いましょう。

※１０年を目安に交換をおすすめします

●チェック項目

〇平成３０年度全国統一防火標語

「忘れてない？　サイフにスマホに　火の確認」
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平成２９年度決算における健全化判断比率などを公表します
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（以下、「財政健全化法」という）」により、平成２９年度決算に

おける健全化判断比率などについてお知らせします。

○基準を超えると？　

　いずれかの早期健全化基準（黄色信号）を超えると「早期健全化団体」になります。それより悪い、財政再生基準（赤

信号）を超えると、従来の財政再建団体にあたる「財政再生団体」となります。

　また、経営健全化基準を超えた公営企業会計については、経営健全化計画の策定が必要となります。

○早期健全化団体になると？　

　財政健全化計画を策定し、その計画に基づく財政健全化を行います。

○財政再生団体になると？　

　財政再生計画を定め、その計画に基づく財政再生に取り組むことになります。

　総務大臣の許可を得なければ、市債の発行ができません。

　税金や公共料金の増額、市民サービスについて見直しをすることになります。

●財政健全化法に関する資料は、総務省のホームページでご覧になれます。

http://www.soumu.go.jp/iken/zaisei/kenzenka/index.html

１　健全化判断比率の状況
　本市の指標は、いずれも国が定める基準以下です。本市の財政状況は、財政健全化法では健全段階にあり、

同法に基づく財政健全化計画および財政再生計画の策定は不要となります。

健全化判断比率 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

平成２９年度
－ 

（実質赤字額なし）
－ 

（連結実質赤字額なし） ３．０%
－ 

（将来負担額なし）

早期健全化基準 １１. ９６% １６. ９６% ２５. ０% ３５０. ０%

財政再生基準 ２０. ００% ３０. ００% ３５. ０%

• 実質赤字比率…一般会計などの実質的な赤字額が、標準的な収入に対してどのくらいの割合になるのかを示

す指標

• 連結実質赤字比率…全会計の実質的な赤字額が、標準的な収入に対してどのくらいの割合になるのかを示す

指標

• 実質公債費比率…一般会計などの実質的な借入金の返済額が、標準的な収入（元利償還金などに係る基準財

政需要額算入額を除く）に対して、どのくらいの割合になるのかを示す指標

• 将来負担比率…一般会計などが抱える実質的な負債（特別会計、一部事務組合、第３セクターなどに対するも

のを含む）の残高が、標準的な収入（元利償還金などに係る基準財政需要額算入額を除く）に対して、どのくら

いの割合になるのかを示す指標

２　資金不足比率の状況
　各公営企業会計において、資金不足がないため財政健全化法に基づく経営健全化計画の策定は不要となります。

特別会計の名称 水道事業会計 病院事業会計
公共下水道

事業特別会計
農業集落排水
事業特別会計

西浦・黒袴第二工区産業

団地造成事業特別会計

平成２９年度
－ 

（資金不足額なし）
－ 

（資金不足額なし）
－ 

（資金不足額なし）
－ 

（資金不足額なし）
－ 

（資金不足額なし）

経営健全化基準 ２０.０% ２０.０% ２０.０% ２０.０% ２０.０%

• 資金不足比率…公営企業会計ごとの資金不足額が、事業の規模に対して、どのくらいの割合になるのかを示

す指標

■問合せ＝財政課☎（２０）３００３
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健
康
福
祉

健
康
増
進
課
か
ら
の

お
知
ら
せ　

■
健
康
増
進
課
☎

（２４）
５
７
７
０

●
乳
幼
児
健
康
診
査
に
つ
い
て

　

12
月
に
健
診
対
象
と
な
る
お

子
さ
ん
に
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

日
程
に
つ
い
て
都
合
が
悪
い
場

合
や
会
場
の
変
更
希
望
な
ど
が

あ
れ
ば
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

●
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
講
習
会

（
自
殺
予
防
対
策
事
業
）

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩
み

を
抱
え
た
人
に
気
づ
き
、
支
援
す

る
人
の
こ
と
で
す
。
身
近
な
人
の

支
え
に
な
る
た
め
の
コ
ツ
を
学
び

ま
せ
ん
か
。

※
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
日
時
＝
11
月
７
日

（水）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
10
分
▼
会
場
＝
勤
労

者
会
館
▼
演
題
・
講
師
＝
「
ス
ト

レ
ス
と
心
の
健
康
」・
山
家
邦
章

さ
ん
（
佐
野
厚
生
総
合
病
院
医

師
）、「
悩
ん
で
い
る
人
を
支
え
る

相
談
の
受
け
方
」・
海
老
原
順
子

さ
ん
（
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
を
設
置
・
廃
止
す
る
場
合
は

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

市
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
効
果
的
に

健
康
福
祉

活
用
で
き
る
よ
う
、
市
内
の
設
置

施
設
の
事
業
所
名
や
住
所
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
公
表
し
て

い
ま
す
。

　

民
間
企
業
に
つ
い
て
も
公
表
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
請
方
法
＝
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
状
況
届
出

票
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
健
康

増
進
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
い
の
ち
の
電
話
相
談
員

（
第
35
期
生
）
養
成
講
座

　

受
講
者
募
集
説
明
会
を
行
い
ま

す
。

▼
日
時
＝
12
月
１
日

（土）
午
前
10
時

～
正
午
▼
会
場
＝
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
こ
こ
ね
っ
と

▼
対
象
＝
23
歳
以
上
の
方

■
問
合
せ
＝
足
利
い
の
ち
の
電
話

事
務
局
☎
０
２
８
４

（４４）
２
２
０
０

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
、
午

後
２
時
～
６
時
）、

栃
木
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

☎
０
２
８
（
６
２
２
）
７
９
７
０

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
、
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）

●
性
感
染
症（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
梅
毒
・

性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
淋
菌
）検
査

　

12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
検
査

を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
検
査
は

原
則
無
料
で
、
匿
名
で
受
け
ら
れ

ま
す
。

【
夜
間
検
査
】
▼
日
時
＝
12
月
３

日
（月）
午
後
５
時
～
７
時（
要
予
約
）

【
定
期
検
査
】
▼
日
時
＝
毎
週
火

曜
日
、午
後
１
時
～
２
時（
要
予
約
）

▼
会
場
＝
安
足
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
足
利
市
）

■
申
込
＝
同
セ
ン
タ
ー
健
康
対
策

課
☎
０
２
８
４

（４１）
５
８
９
５

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化

予
防
講
演
・
個
別
無
料
相
談
会

　

糖
尿
病
性
腎
症
は
重
症
化
す
る

と
人
工
透
析
が
必
要
と
な
り
、
本

人
の
生
活
が
制
限
さ
れ
る
ほ
か
、

多
額
の
医
療
費
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
血
糖
値
が
気
に
な
る
方
や
そ

の
ご
家
族
の
方
は
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
講
演
の
後
、
医

師
に
よ
る
個
別
無
料
相
談
会
も
実

施
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
25
日

（日）
午
後
２
時

～
４
時
30
分
▼
会
場
＝
文
化
会
館

小
ホ
ー
ル
▼
講
師
＝
倉
科
智
行
さ

ん
（
自
治
医
科
大
学
准
教
授
）

▼
相
談
医
＝
斉
藤
正
弘
さ
ん
（
斉

藤
内
科
医
院
）、
熊
井
園
子
さ
ん

（
く
ま
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
）、
志
賀
敏

郎
さ
ん
（
志
賀
ク
リ
ニ
ッ
ク
）、

綿
引
三
重
子
さ
ん
（
綿
引
ク
リ

ニ
ッ
ク
）

▼
定
員
＝
300
人（
予
約
不
要
）

▼
費
用
＝
無
料

■
問
合
せ
＝
佐
野
市
医
師
会
事
務

局
☎

（２２）
０
３
２
４

も
し
も
急
病
に
な
っ
た
ら　

　

保
険
証
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

●
休
日
・
夜
間
緊
急
診
療
所

健康づくりへのアドバイス ～ウォーキングの方法～　
　　　　　　　　　　　　　　　　　■健康増進課☎（２４）５７７０

　「さの健康２１プラン」では、運動習慣（３０分以上の運動を週２回

以上）の定着を目標にしています。運動を行うことで内臓脂肪が燃焼

され、肥満・血圧・血中脂質・血糖値などの状態が改善し、生活習慣

病の予防へとつながります。

　ウォーキングは気軽にできる運動です。次のポイントを参考に、ぜ

ひ実践してみてください。

①あごを引き、まっすぐ前を向きます。

②目線は１０～２０ｍ先を見るようにします。

③肩の力を抜いて腕を振ります。

④ひじを曲げて前後に大きく振ります

⑤腰の回転を意識し、一直線上を歩くようにします。

⑥ひざを伸ばして、かかとから着地、つま先で地面をけります。

※ケガの予防のために準備運動等を行いましょう。また運動前に血圧

や体調に注意してください

　

☎
（２４）
３
３
３
７　

▼
診
療
科
目
＝
内
科
・
小
児
科
・

外
科（
軽
い
症
状
）※
外
科
は
休
日

の
み
▼
診
療
時
間
＝（
休
日
）午
前

９
時
～
午
後
４
時
30
分（
正
午
～

午
後
１
時
30
分
は
除
く
）、（
夜
間
）

午
後
７
時
30
分
～
10
時
30
分

●
休
日
歯
科
診
療
所

☎
（２４）
７
５
７
５　

▼
診
療
時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午

（
日
曜
・
祝
日
の
み
）
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●健診スタートブックを使いましょう

　対象の方には、各種がん検診・特定健診などの受診

券を１冊にまとめた「健診スタートブック」を、世帯

主あてに健診対象のご家族分をまとめて５月下旬に発

送しました。

　市のがん検診、歯周疾患検診、国民健康保険の特定

健診を受ける際には、健診スタートブックが必要とな

ります。

　紛失された場合は、再発行できますので、健康増進

課にご連絡ください。

〇健診実施期間

【特定健診：平成３１年１月３１日まで】

【がん検診・歯周疾患検診：平成３１年２月２８日まで】

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

そうだ、健診（検診）に行こう！健診は健康への投資！
■問合せ＝健康増進課☎（２４）５７７０

●健診を受けたら、健康サポートステーションで健康度アップ！

　健診結果の見方、健康相談については、健康サポートステーションを活用く

ださい。市役所、田沼保健センター、葛生あくと保健センターで、保健師、管

理栄養士、歯科衛生士が、出張相談を行っています。健康サポートステーショ

ンは、どなたでも参加できます。日時について、お気軽にお問い合わせください。

●健康ポイント事業が始まりました！

　健診（検診）を受けて健康サポートステーションなどに参加し、ポイントを貯めた方に粗品をプレゼントし

ます。さらに、ポイントを貯めた方を対象に３月に健康づくり講演会を開催し、抽選会を行います。ぜひご参

加ください。

　

幸せのお手伝い幸せのお手伝い
誰
だ
っ
て

ま
ぁ
る
く

な
れ
ば

が

縁縁
あ
る

結婚相談所結婚相談所
相談無料相談無料秘密厳守・秘密厳守・

初婚・再婚・中高年・母子家庭初婚・再婚・中高年・母子家庭

0283-85-2443
090-7638-3696
0283-85-2443
090-7638-3696ハッピータイム 佐野北支部ハッピータイム 佐野北支部

予
約
制

相続と相続税の基礎

一般社団法人 相続相談あんしんプラザ 
☎0285-38-9550小山市東城南5丁目1番地7

相続相談あんしんプラザ
　　　行政書士　細 見   愛 子

一般社団法人

日  時 11月22日（木）午後１時半～午後３時
場  所 佐野市役所１階 市民活動スペース

知ってあんしん

申込み・問合せ

あんしん相続無料
 セミナー

贈与
遺言
相続

今
年
の
表
紙
は
黄
色
で
す
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日
本
女
性
会
議
２
０
１
９
さ
の

広
告
協
賛
の
募
集

　

来
年
開
催
さ
れ
る
「
日
本
女
性

会
議
２
０
１
９
さ
の
」
を
よ
り
魅

力
あ
る
大
会
に
す
る
た
め
、
広
告

協
賛
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間
＝
２
０
１
９
年
６
月

末
ま
で
▼
募
集
事
項
＝
【
広
告
】

１
件
１
万
円
か
ら
（
大
会
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
大
会
報
告
書
に
社
名
等
を

掲
載
で
き
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

特
典
が
あ
り
ま
す
）

【
タ
イ
ト
ル
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
】

１
件
20
万
円
か
ら
（
応
援
し
た
い

分
科
会
や
交
流
会
に
社
名
を
掲
載

し
ま
す
）

【
協
賛
】
１
口
３
千
円
か
ら
（
大

会
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
大
会
報
告
書
な

ど
に
お
名
前
を
掲
載
し
ま
す
）

■
申
込
・
問
合
せ
＝
同
実
行
委
員

会
事
務
局
（
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
内
）
☎

（６１）
１
１
４
０

平
成
31（
２
０
１
９
）年
度

佐
野
市
奨
学
生
の
募
集

　

募
集
要
項
を
教
育
総
務
課
（
３

階
）、
田
沼
・
葛
生
の
各
行
政
セ

ン
タ
ー
で
、
11
月
１
日

（木）
か
ら
配

布
し
ま
す
。
要
項
を
ご
確
認
の
う

え
、
教
育
総
務
課
へ
直
接
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
①
高
等
学
校
（
高
等
専

門
学
校
お
よ
び
専
修
学
校
の
高
等

課
程
を
含
む
）、
大
学
（
短
期
大

学
お
よ
び
専
修
学
校
の
専
門
課
程

を
含
む
）
に
在
学
、
ま
た
は
入
学

し
よ
う
と
す
る
方

②
申
請
の
日
に
お
い
て
、
保
護
者

が
佐
野
市
に
１
年
以
上
住
所
を
有

す
る
方

③
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
困

難
な
方
で
修
学
意
欲
の
あ
る
方

④
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
方

⑤
こ
の
奨
学
金
に
類
す
る
他
の
学

資
の
給
与
を
受
け
て
い
な
い
方

⑥
保
護
者
が
市
税
を
完
納
し
て
い

る
方

▼
採
用
予
定
数
＝
45
人
以
内

▼
申
込
期
間
＝
12
月
３
日

（月）
～
１

月
11
日

（金）　

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
１
０
６

エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ

　

参
加
者
に
は
エ
コ
石
け
ん
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
①
11
月
30
日

（金）
、
②
12

月
21
日

（金）
午
前
10
時
～
午
後
０
時

30
分
▼
会
場
＝
み
か
も
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
▼
講
師
＝
東
京
ガ
ス

（株）

エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
▼
定
員
＝
各
回
先
着
16
人

▼
費
用
＝
各
回
千
円

■
申
込
＝
ク
リ
ー
ン
推
進
課

☎
（２３）
８
１
５
３

さ
の
こ
ん
参
加
者
募
集

～
コ
ー
ヒ
ー
講
座
を
通
じ
て

　
　
　

ス
テ
キ
な
出
会
い
を
！
～

　

ま
ち
な
か
の
人
気
店
「
自
家
焙

煎 

福
伝
珈
琲
」
の
コ
ー
ヒ
ー
講

座
を
通
じ
て
親
交
を
深
め
る
婚
活

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
日
時
＝
12
月
16
日

（日）
午
後
１
時

～
５
時
▼
会
場
＝
ま
ち
な
か
活
性

化
ビ
ル
▼
対
象
＝
20
～
40
代
の
独

身
の
方
▼
定
員
＝
男
女
各
15
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
費
用
＝
男
性
３
０
０
０
円
、
女

性
１
５
０
０
円

■
申
込
＝
11
月
26
日

（月）
午
後
５
時

ま
で
に
、
さ
の
ま
ち
づ
く
り
株
式

会
社
☎

（２４）
１
０
１
５

　

募

集

　市では、従来の佐野ブランド認証制度を見直し、地域商品の販売を促進することで、さらなる市のイメージ

アップ、地域経済の活性化、認知度向上を目指します。

　新たな認証制度における調査協力員（ボランティアとして佐野ブランド認証委員会の調査にご協力いただけ

る方）を次のとおり募集します。

▲

任命期間＝平成３０年１２月～平成３１年３月（原則再任は不可）　

▲

対象＝市内にお住まい、お勤めまた

は通学している高校生以上の方　※認証品応募事業所の関係者はご遠慮ください　

▲

定員＝若干名（応募多数

の場合は選考を行います）　

▲

内容＝さのブランドの審査に際し、モニタリングなどの協力をお願いします

▲

応募方法＝平成３０年１１月５日（月）～３０日（金）（郵送の場合は必着）までに、都市ブランド推進室に設

置している所定の応募用紙（市ホームページからもダウンロード可）に必要事項をご記入のうえ、直接または

郵送、ファックスでお申し込みください。（電子メールは不可）

※広報さの１０月号１２ページでお知らせした新「さのブランド」認証品（「佐野らーめん」、「グルメ」、「ギフト」）

についても上記期間に募集します。

　また、認証品には認定証、認定シール、のぼり旗を交付し、さらに市が発行するブランドパンフレット、市

ホームページへの掲載や市内外のイベントでＰＲを行います

■

申込・問合せ＝都市ブランド推進室　〒３２７－８５０１　佐野市高砂町１（市役所４階）

☎（２０）３０４７　ＦＡＸ（２１）５１２０

佐野ブランド認証委員会調査協力員および新「さのブランド」認証品を募集します

【
日
本
女
性
会
議
と
は
】

　

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ

い
て
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
考

え
る
会
議
。
ま
た
全
国
か
ら
参
加

す
る
延
べ
３
千
人
の
方
と
交
流
す

る
こ
と
で
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
が
図
れ
ま
す
。
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公
募
型
樹
木
伐
採
の
実
施

　

個
人
・
団
体
問
わ
ず
、
本
人
が

伐
採
し
、
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
ま
す
。（
無
料
）

▼
伐
採
期
間
＝
12
月
上
旬
～
2
月

下
旬
を
予
定
▼
伐
採
箇
所
＝
旗

川
、
石
塚
町
地
内
（
渥
戸
橋
～
石

塚
大
橋
の
左
岸
側
）
▼
申
込
＝
栃

木
県
ま
た
は
安
足
土
木
事
務
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
応
募
要
領
を

確
認
の
う
え
、
11
月
16
日

（金）
ま
で

に
所
定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
メ
ー
ル
ま
た
は
同
事
務
所

保
全
第
二
部
に
直
接
提
出

■
問
合
せ
＝
栃
木
県
河
川
課

☎
０
２
８
（
６
２
３
）
２
４
４
４

同
事
務
所 

保
全
第
二
部

☎
（２４）
３
１
１
２

佐
野
・
足
利
合
同
就
職
面
接

会
参
加
企
業
募
集

　

一
般
求
職
者
お
よ
び
新
規
卒
業

者
を
対
象
に
し
た
面
接
会
で
す
。

▼
日
時
＝
平
成
31
年
1
月
28
日

（月）

▼
会
場
＝
市
役
所
市
民
活
動
ス

ペ
ー
ス
▼
募
集
企
業
＝
佐
野
市
・

足
利
市
に
事
業
所
を
有
す
る
正
社

員
の
求
人
（
正
社
員
の
求
人
が
あ

れ
ば
パ
ー
ト
も
可
）
が
あ
る
企
業

10
～
15
社
程
度

■
申
込
＝
11
月
30
日

（金）
ま
で
に
栃

木
県
足
利
労
政
事
務
所

☎
０
２
８
４

（４１）
１
２
４
１

ま
ち
な
か
で
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
点
灯
式
な
ど
を
開
催

　

夜
空
を
彩
る
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
、
サ
ン

タ
さ
ん
か
ら
子

ど
も
た
ち
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
（
数
に

限
り
が
あ
り
ま

す
）。

▼
日
時
＝
11
月
24
日

（土）
午
後
４
時

30
分
～
６
時
30
分
（
予
定
）

▼
会
場
＝
佐
野
駅
前
交
流
プ
ラ
ザ

「
ぱ
る
ぽ
ー
と
」周
辺

▼
点
灯
期
間
＝
同
日
～
２
月
28
日

（木）
の
午
後
５
時
～
10
時（
予
定
）

■
問
合
せ
＝
ぱ
る
ぽ
ー
と

☎
（２７）
０
０
０
５

●
第
６
回「
佐
野
市
水
と
緑
と
万

葉
の
ま
ち
景
観
賞
」表
彰
式

　

表
彰
の
ほ
か
、
当
日
は
応
募
い

た
だ
い
た
全
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
▼
日
時
＝
11
月
24
日

（土）
午
後

４
時
～
４
時
30
分
▼
会
場
＝
佐
野

駅
前
交
流
広
場　

■
問
合
せ
＝
都
市
計
画
課

☎
（２０）
３
１
０
０

●
に
ぎ
わ
い
空
間
で
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン

　

今
年
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

さ
ら
に
豪
華
に
！
ま
た
、
ク
リ
ス

マ
ス
期
間
限
定
で
特
大
の
リ
ー
ス

が
出
現
す
る
ほ
か
、
グ
ル
メ
が
楽

し
め
る
「
フ
ラ
イ
デ
ー
ナ
イ
ト
」

を
実
施
し
ま
す
。

▼
点
灯
期
間
＝
11
月
24
日

（土）
～
2

月
28
日

（木）
の
午
後
５
時
～
10
時

（
予
定
）▼
ク
リ
ス
マ
ス
展
示
期
間

＝
11
月
24
日

（土）
～
12
月
25
日

（火）

▼
フ
ラ
イ
デ
ー
ナ
イ
ト
＝
12
月
7

日
（金）
・
21
日

（金）
（
予
定
）

■
問
合
せ
＝
さ
の
ま
ち
づ
く
り
株

式
会
社
☎

（２４）
１
０
１
５

各
地
区
で
新
そ
ば
ま
つ
り

●
仙
波
地
区
新
そ
ば
ま
つ
り

▼
日
時
＝
11
月
11
日

（日）
午
前
10
時

～
午
後
２
時
▼
会
場
＝
高
齢
者
セ

ン
タ
ー（
仙
波
町
）▼
内
容
＝
農
産

物
や
生
そ
ば
、
か
け
そ
ば
の
販
売

※
そ
ば
を
食
べ
た
方
に
、
創
立
30

周
年
記
念
品
を
進
呈
（
先
着
300
人
）

■
問
合
せ
＝
同
所
☎

（８６）
２
９
１
８

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
み
午
前
11

時
～
午
後
２
時
の
営
業
）

●
根
古
屋
森
林
公
園
ま
つ
り

▼
日
時
＝
11
月
18
日

（日）
午
前
10
時

～
午
後
3
時
▼
会
場
＝
同
公
園

（
飛
駒
町
）
▼
内
容
＝
農
産
物
、
味

噌
、手
漉
き
和
紙
の
販
売
な
ど

※
先
着
順
で
ふ
る
ま
い
そ
ば（
200

人
）、和
紙
葉
書（
150
人
）な
ど
提
供

■
問
合
せ
＝
同
公
園
☎

（６６）
２
２
１
８

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
午
前
11
時

～
午
後
3
時
の
営
業
）

●
憩
い
館
新
そ
ば
ま
つ
り

▼
日
時
＝
11
月
23
日（
祝
・
金
）
午

前
11
時
～
午
後
3
時
▼
会
場
＝

同
館（
下
彦
間
町
）
▼
内
容
＝
ふ

る
ま
い
そ
ば（
午
前
10
時
か
ら
整

理
券
配
布
、先
着
300
人
）、農
産
物

販
売
な
ど　

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

催

物

し

　史跡唐沢山城跡保存会に

よる史跡ガイドを実施しま

す。見頃をむかえる紅葉を楽

しみながら、史跡ボランティ

アガイドと唐沢山城跡の見

所を一緒に散策しませんか。

予約は不要です。開催時間内にお越しいただけまし

たら、順次ご案内いたします。※雨天中止

▲

日時＝１１月１８日 ( 日 )、２５日 ( 日 )、１２月

１日 ( 土 ) 各午前９時３０分～正午まで（最終の案

内開始は午前１１時３０分）

▲

所要時間＝約４５分　※唐沢山山頂の唐沢山荘前

に集合（歩きやすい服装、靴でお越しください）

▲

費用＝無料

■問合せ＝文化財課☎（６１）１１７７

唐沢山城跡　秋の攻略ガイドツアー実施

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（６５）
０
１
５
３

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
午
前
11
時

～
午
後
３
時
の
営
業
）

●
そ
ば
処「
な
の
は
な
」
新
そ
ば

ま
つ
り

▼
日
時
＝
11
月
24
日

（土）
・
25
日

（日）

午
前
11
時
～
午
後
3
時
▼
会
場

＝
同
処
（
ア
グ
リ
タ
ウ
ン
内
・

植
下
町
）▼
内
容
＝
も
り
そ
ば
を

300
円
で
提
供

■
問
合
せ
＝
同
処

（２０）
１
１
８
８

※
水
曜
日
を
除
く
午
前
11
時
～

午
後
３
時
営
業
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▼
日
時
＝
11
月
17
日

（土）
午
後
1

時
30
分
～
3
時
30
分

▼
会
場
＝
佐
野
市
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
こ
こ
ね
っ
と
サ
ロ
ン

▼
朗
読
作
品
＝
永
井
路
子
「
出
雲

お
国
」、
宮
沢
賢
治「
や
ま
な
し
」

ほ
か
▼
費
用
＝
無
料

■
問
合
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー 

☎
（２０）
５
１
６
６
（
F
Ａ
X
共
通
）

コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
さ
ん
に
よ
る

「
お
は
な
し
会
」

▼
日
時
＝
11
月
14
日

（水）
午
前
10
時

30
分
か
ら
▼
会
場
＝
赤
坂
保
育
園

▼
対
象
＝
乳
幼
児
の
親
子
15
組

（
要
予
約
）
▼
費
用
＝
無
料

■
問
合
せ
＝
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
ぴ
よ
ぴ
よ
ル
ー
ム
・
た
ぬ

ま
（
た
ぬ
ま
保
育
園
内
）

☎
（６２）
７
０
４
１

同
ル
ー
ム
・
あ
さ
ぬ
ま
（
あ
さ
ぬ

ま
保
育
園
内
）
☎

（８５）
８
２
２
５

第
17
回
JA
佐
野
農
業
ま
つ
り

▼
日
時
＝
11
月
10
日

（土）
・
11
日

（日）

午
前
９
時
～
午
後
３
時
▼
会
場
＝

JA
佐
野
総
合
施
設
（
ア
グ
リ
タ
ウ

ン
東
）
▼
内
容
＝
地
元
農
産
物
の

販
売
、
抽
選
会
、
ち
び
っ
こ
広
場

ほ
か
、（
10
日
）
田
沼
太
鼓
、
Ｓ

Ａ
Ｎ
Ｏ
ブ
ラ
ン
ド
ー
ル

市
茶
華
道
協
会
茶
道
部
・
裏
千
家
）

▼
茶
券
＝
600
円
（
当
日
購
入
可
）

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２３）
０
７
２
８

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
　

11
月
・
12
月
の
催
し
物

●
美み

ね音
の
会「
歌
の
つ
ば
さ
コ
ン

サ
ー
ト
」～
ご
一
緒
に
楽
し
く
歌

い
ま
し
ょ
う
～

▼
日
時
＝
11
月
25
日

（日）
午
後
１

時
30
分
開
演
（
午
後
１
時
開
場
）

▼
定
員
＝
50
人（
予
約
制
）

▼
費
用
＝
無
料

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
講
談

～
神
田
愛
山
独
演
会
～

▼
日
時
＝
12
月
８
日

（土）
午
後
２

時
～
３
時
30
分 

 

【
第
１
話
】「（
赤
穂
義
士
伝
不
朽

の
名
作
）
二
度
目
の
清き
よ
が
き書
」

【
第
２
話
】「
ご
当
地
講
談
！（
露

地
野
裏
人
作
）
厄
除
け
大
師
」

▼
前
座
＝（
落
語
）立
川
寸
志

▼
定
員
＝
50
人（
予
約
制
）

▼
費
用
＝
無
料

■
申
込
・
問
合
せ
＝
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
運
営
委
員
会（
文
化
立
市

推
進
課
内
）
☎

（２０）
３
０
４
４

朗
読
を
楽
し
む
会

　

朗
読
サ
ー
ク
ル
・
凛
の
会
に

よ
る
朗
読
会
で
す
。

わ
い
わ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
７

～
時
を
刻
む
彫
刻　

彫
刻
は
時

空
を
超
え
て
～

　

（公財）
佐
野
市
民
文
化
振
興
事
業
団

市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
「
文
化
サ
ロ
ン

さ
の
。」
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
▼
日
時
＝
11
月
18
日

（日）
午

後
１
時
30
分
～
５
時

【
第
１
部
】
ア
ト
リ
エ
見
学
（
午

後
１
時
30
分
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
仙
水

集
合
）

【
第
２
部
】
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

（
午
後
３
時
か
ら
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ

仙
水
で
受
付
）
▼
定
員
＝
第
１
部

の
み
先
着
40
人
、要
予
約
（
無
料
）、

第
２
部
は
申
込
不
要
（
無
料
）

▼
ゲ
ス
ト
＝
吉
本
義
人
さ
ん
（
彫

刻
家
・
市
役
所
前
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
制
作
者
）

■
申
込
・
問
合
せ
＝
第
１
部
の
見

学
希
望
者
の
み
、
電
話
で

（公財）
佐
野

市
民
文
化
振
興
事
業
団
事
務
局

（
文
化
立
市
推
進
課
内
）

☎
（２０）
３
０
４
４

11
月
の
茶
会

▼
日
時
＝
11
月
18
日

（日）
午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時
▼
会
場
＝
万
葉

の
里
・
城
山
記
念
館
和
室

▼
席
主
＝
永
井
宗
誉
さ
ん
（
佐
野

市役所１階の〈ろうきん〉ＡＴＭをご利用ください！

給与・年金

振込は

ろうきんへ

【ATM稼働時間】平日８時４５分から１８時まで
中央労働金庫佐野支店　TEL.0283‒24‒8185

（
11
日
）
さ
の
秀
郷
太
鼓　
　

■
問
合
せ
＝
佐
野
農
業
協
同
組
合

総
務
課
☎

（２４）
３
７
１
１

第
５
回
全
国
軽
ト
ラ
ッ
ク
市

　

全
国
の
名
産
品
を
載
せ
た
軽
ト

ラ
が
大
集
合
し
ま
す
。
佐
野
市
あ

そ
商
工
会
が
出
店
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
11
日

（日）
午
前
10
時

～
午
後
２
時
▼
会
場
＝
宇
都
宮
市

オ
リ
オ
ン
通
り

■
問
合
せ
＝
同
会
☎

（６２）
３
６
５
５

第
7
回
万
葉
柚
子
収
穫
祭

▼
日
時
＝
11
月
23
日（
祝
・
金
）

午
前
9
時
30
分
～
午
後
2
時
30
分

▼
会
場
＝
み
か
も
山
公
園
西
口

ハ
ー
ブ
園
内
▼
内
容
＝
柚
子
無
料

配
布
、
ユ
ズ
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
・
コ
ン

テ
ス
ト
、柚
子
商
品
販
売
な
ど

■
問
合
せ
＝
佐
野
商
工
会
議
所　

☎
（２２）
５
５
１
１　

第
36
回
中
央
公
民
館
ま
つ
り

　

サ
ー
ク
ル
の
書
道
・
工
芸
作
品

な
ど
の
展
示
や
、
ダ
ン
ス
・
コ
ー

ラ
ス
な
ど
の
芸
能
発
表
を
行
い
ま

す
。　

▼
日
時
＝
11
月
18
日

（日）
午

前
９
時
～
午
後
４
時

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２４）
５
７
７
１
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練
の
実
施

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な

ど
の
発
生
時
に
備
え
、
国
に
お

い
て
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
訓
練

を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
21
日

（水）
午
前
11

時
▼
情
報
伝
達
手
段
＝
防
災
行
政

無
線

▼
放
送
内
容
＝

上
り
チ
ャ
イ
ム
音

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
」
×
３

「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
さ
の
で

す
」

下
り
チ
ャ
イ
ム
音

※
市
内
248
カ
所
に
設
置
し
て
あ

る
防
災
行
政
無
線
か
ら
、
一
斉

に
放
送
さ
れ
ま
す

■
問
合
せ
＝
危
機
管
理
課

☎
（２０）
３
０
５
６

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

相
談

　

職
場
で
の
ス
ト
レ
ス
や
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
の
不
調
を
抱
え
る
方
な

ど
に
対
し
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
無
料
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
面

接
相
談
ま
た
は
電
話
相
談
）
を
行

い
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
21
日

（水）
午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分
▼
会
場
＝
足
利

庁
舎
足
利
労
政
事
務
所　

■
申
込
＝
11
月
16
日

（金）
ま
で
に
、

同
所
☎
０
２
８
４

（４１）
１
２
４
１

人
権
問
題
・
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
市
民
意
識
調
査

　

来
年
度
策
定
す
る
計
画
の
基
礎

資
料
と
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。
調

査
票
を
対
象
者
へ
郵
送
し
ま
し
た

の
で
、
回
答
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
回
答
期
間
＝
11
月
９
日

（金）
ま
で

▼
対
象
＝
市
内
の
満
20
歳
以
上
の

男
女
２
千
人

■
問
合
せ
＝
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
☎

（６１）
１
１
４
０

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す

　

あ
な
た
か
ら
の
連
絡
が
子
ど
も

を
虐
待
か
ら
守
る
大
き
な
一
歩
と

な
り
ま
す
。
虐
待
か
も
し
れ
な
い

と
思
っ
た
際
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。　

▼
相
談
窓
口
＝
児
童
相
談
所
全
国

共
通
ダ
イ
ヤ
ル
☎
１
８
９

１１月１２日～２５日は

「女性に対する暴力をなくす運動」期間です
　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、配偶者

やパートナーなど親密な関係にある人からの暴力のこ

とをいいます。暴力には身体的なもののほかに、経済的・

性的・精神的なものがあります。

○暴力を受けている人がいたら？

　悩みを一人で抱え込んでいる人も少なくありません。

ＤＶを一人で解決するのは難しいことです。身近で暴力

に悩んでいる人を見かけたら「一人で悩まないで」など

と声をかけて、ＤＶ相談機関の情報を知らせてくださ

い。※主なＤＶ相談窓口は、２３ページをご覧ください。

相談は無料で、秘密は守られます

＜緊急の時は佐野警察署☎（２４）０１１０へ＞　

　週間期間中、市役所１階市民活動スペースにて、パネ

ル展を開催します。ぜひご覧ください。

■問合せ＝人権・男女共同参画課☎（６１）１１４０

お
知
ら
せ

県
南
児
童
相
談
所

☎
０
２
８
２

（２４）
６
１
２
１

佐
野
市
児
童
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
（２１）
６
７
７
２

※
家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
子
ど

も
の
養
育
に
関
す
る
相
談
も
お
受

け
し
て
い
ま
す

■
問
合
せ
＝
同
室
☎

（２０）
３
０
０
２

TH
E

ア
プ
リ
発
表
会
～
佐
野
市

の
魅
力
ア
プ
リ
で
広
が
れ
！
～

▼
日
時
＝
11
月
4
日

（日）
午
後
１
時

～
４
時
▼
会
場
＝
イ
オ
ン
モ
ー
ル

佐
野
新
都
市
店
１
階
セ
ン
ト
ラ
ル

コ
ー
ト
▼
内
容
＝
ア
プ
リ
完
成
披

露
発
表
会
、
さ
の
ま
る
じ
ゃ
ん
け

ん
大
会
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
参

加
者
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
）

な
ど
（
申
込
不
要
）

■
問
合
せ
＝
佐
野
市
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
こ
こ
ね
っ
と

☎
（２０）
５
１
６
６
（
F
Ａ
X
共
通
）

文
化
会
館
の
ト
イ
レ
改
修
工
事

▼
工
事
期
間
＝
平
成
31
年
３
月
～

８
月
（
予
定
）

※
工
事
期
間
中
は
、
施
設
の
ご
利

用
が
制
限
さ
れ
ま
す
。
こ
の
期
間

に
ご
利
用
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２４）
７
２
１
１

洪水・土砂災害ハザードマップを配布します
～自分の住んでる地域を知るために～
　国が管理している河川（渡良瀬川・秋山川・旗

川）および県が管理している河川（秋山川・袋川）

の洪水浸水想定区域などの変更に伴い、市では新た

な『洪水・土砂災害ハザードマップ』を作成してい

ます。

　１２月に全戸配布しますので、お住いの地域につ

いて「何が・どこが危険なのか？」「どこに・どう

逃げればいいのか？」などを確認してください。

※ハザードマップとは…大雨による土砂災害や河

川における氾濫の想定結果に基づいて、土砂災害危

険箇所、主な河川である渡良瀬川・秋山川・旗川（村

上町下流の国直轄区域）が氾濫した場合の浸水の区

域と浸水の深さ、被災時の避難所など、避難に関す

る情報などを示した地図です

■問合せ＝危機管理課☎（２０）３０５６

たんぽぽ作品展　小・中学校特別支援学級の児童生徒による作品展です。

▲

日時＝１２月1日（土）・２日（日）午前９時～午後４時　

▲

会場＝葛生あくとプ

ラザ　■問合せ＝佐野市特別支援教育研究会事務局(山形小)☎(６５)０１１４
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【保存版】
取り外して手元に保存できます

佐野市自治基本条例が制定されました
市民の皆さんと“協働による自治”を進めます

〈平成３１年１月１日施行〉

自治基本条例とは
　佐野市の自治について基本的な考え方を明らかにするとともに、市民の皆さんの権利や責務、
議会や議会の議員、市長などの執行機関の責務など、自治に関する基本的なことを定める条例です。

また、この条例は、佐野市の自治の基本を定めるため、本市の条例の中でも最大限尊重される条

例となります。

何のために　
　私たちは、お互いを尊重し、助け合いながら、自治を進めていく必要があります。本市の自治
に関わる全ての人や団体の、それぞれの役割などを明確にし、対等な立場で協力し、自治を推進

していくために定めます。

条例が制定されるまで
　この条例は、平成２４年度から策定に向けた検討を行い、「第３次佐野市行政改革大綱実施計画」

において「自治基本条例の制定」を掲げ本格的な作業が始まりました。市民の皆さんの意見や考

えを反映させるため、平成２６年には市民向け学習会や座談会を行いました。条例の原案づくり

を行う「佐野市自治基本条例策定市民会議」が同年９月に発足し、会の名称が「佐野市まちづく

り条例の会」※となりました。

　「佐野市まちづくり条例の会」では、２年間にわたり議論が重ねられ、平成２８年１１月に条例

の原案と付帯意見を提出していただきました。その後、提出された原案と付帯意見を基に条例案

の検討を行い、このたび佐野市議会で可決され、制定に至りました。

※「佐野市まちづくり条例の会」は、公募によりご協力いただいた市民の方々（最大７０人）に

よる市民会議で、ボランティアで条例の原案づくりにご尽力いただきました

キーワードは“協働による自治”
　この条例で協働とは「責任を持って対等の立場でお互いに協力する」ことをいいます。

自治に関わる全ての人が、対等な立場で、適切な役割分担をしながら「協働による自治」

を進めていきます。

自治基本条例の構成　
第 １ 条　目的 第１２条　議会及び議会の議員の責務

第 ２ 条　定義 第１３条　市長の責務

第 ３ 条　この条例の位置付け 第１４条　市長以外の執行機関の責務

第 ４ 条　基本理念 第１５条　職員の責務

第 ５ 条　市民の権利 第１６条　市政の運営の原則

第 ６ 条　市民の責務 第１７条　意見公募手続

第 ７ 条　町会等及び市民活動団体の責務 第１８条　総合的かつ計画的な市政の運営を図るための計画

第 ８ 条　事業者の責務 第１９条　危機管理

第 ９ 条　参画の機会 第２０条　交流

第１０条　協働による自治 第２１条　連携

第１１条　住民投票

紙面の都合で全文を掲載できませんが、特に知っていただきたい条文とその内容を、抜粋して次

のページに掲載します。

（全文は佐野市公式ホームページでご覧いただけます http://www.city.sano.lg.jp/）
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■問合せ＝行政経営課☎ ( ２０) ３００５

この条例は佐野市の自治の基本を定めるもので、市の条例の中でも最大限尊重される条例です。
このため市で定める条例や規則などの制定、改正や廃止をするときは、この条例との整合を図る
ことを明記しています。

第４条では、佐野市の自治に関して、進むべき方向性や推進の方法について、基本的な考え方
を定めています。本市の自治について「市民が主体」( 第１号 ) であり、「参画」※や「協働」する ( 第
２号 ) ことで佐野市民憲章に定めるまちの実現等（第３号以降）を目指します。
※参画とは、責任を持って主体的に参加することをいいます（第２条で定義しています）

第５条・第６条では市民の権利や責務について定めています。権利については「市政に関する情
報を求める権利」と、「市政に参画する権利」です。これらに関して市では、市民の皆さんへ市
政の公開をすることや（第１６条第１項）、意見公募手続（パブリック・コメント）による市政
への参画の機会（第１７条）について定めています。責務については、基本理念にのっとり、自
治を推進することや自治に参画や協働をすることになります。
※市民の権利や責務については、法律や条例など様々な権利や責務がありますが、ここでは本市
の自治に関する権利や責務についてのみを定めています

自治を進めるに当たっては、市民、町会等、市民活動団体及び市が、互いに協力して取り組むこ
とが大切です。第１０条第１項では、自治を行う全ての人が対等な立場で適切な役割分担をしな
がら、お互いに連携し、「協働による自治」を行う努力をすると定めています。
また、地域社会が抱える様々な課題の解決や自治の推進のためには、佐野市に集う様々な人々の
協力が必要です。このため第２項では、市内の事業者や市内に通勤通学する人についても「協働
による自治」への協力を求めています。

（この条例の位置付け）
第３条　この条例は、本市における自治の基本となるものであり、最大限尊重されなければならない。
２　市は、他の条例、規則その他の規程を制定し、又は改廃する場合においては、この条例との整合を
　図るものとする。

（基本理念）
第４条　本市の自治は、次に掲げる事項を基本理念として行われなければならない。

（１）　市民が主体であること。
（２）　参画又は協働を旨とすること。
（３）　佐野市民憲章に定めるまちの実現を目指すこと。
（４）　人権が尊重されるとともに、個性及び能力を十分に発揮することができることを目指すこと。
（５）　安全で安心して暮らせることを目指すこと。
（６）　本市のこども一人一人が、健やかに成長し、次代の社会を担うことができることを目指すこと。

（市民の権利）
第５条　市民は、市政に関する情報について、公開を求める権利を有する。
２　市民は、市政への参画をする権利を有する。

（市民の責務）
第６条　市民は、基本理念にのっとり、自治を推進する責務を有する。
２　市民は、自治への参画（市政への参画を除く。）又は協働をする責務を有する。
３　市民は、自治への参画又は協働に当たっては、責任ある行動及び発言をしなければならない。
４　市民は、自治を推進するためにその知識の習得に努めるとともに、自治を継続させるために
　次代の自治を担う人材の育成に努めるものとする。

（協働による自治）
第１０条　市民、町会等、市民活動団体及び市は、適切な役割分担及び相互の連携の下に、協働に
　よる自治を行うよう努めるものとする。
２　事業者及び市の区域内において学ぶ者又は働く者（市民を除く。）は、協働による自治に協力
　するよう努めるものとする。

特に知っていただきたい条文と内容を
解説します！

注目！
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　「４０４」ある本市の施設のうち、建築後３０年を超える施設が約半数となっています。建物には、構造な

どによって、２０～５０年の耐用年数が設定されており、その年数経過後、すぐに安全性を損ねるものではあ

りませんが、雨漏りや内外壁の損傷など、継続して利用していくことに問題が出てきます。さらに、昭和５６

年以前に建築された施設は、現行の耐震基準を満たしていない可能性が高いとされています。

　そのため、老朽化した施設の改修を行う前に、「利用状況」と「改修コスト」を比較し、今後の必要性を精

査する必要があります。

■問合せ＝行政経営課☎（２０）３００５

個
人
事
業
税
の
お
知
ら
せ

　

第
２
期
分
の
納
付
書
を
11
月
９

日
（金）
に
送
付
し
ま
す
。
納
期
限
は
、

11
月
30
日

（金）
で
す
。

■
問
合
せ
＝
安
足
県
税
事
務
所

☎
（２３）
１
４
５
８

不
審
な
は
が
き
に
ご
注
意
を

　

「
消
費
料
金
に
関
す
る
訴
訟
最

終
告
知
の
お
知
ら
せ
」
な
ど
と
書

か
れ
た
は
が
き
は
届
い
て
い
ま
せ

ん
か
？
こ
の
は
が
き
に
は
契
約

日
、
契
約
先
、
契
約
内
容
、
契
約

金
額
等
（
請
求
の
根
拠
）
が
何
も

書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
振

り
込
め
詐
欺
の
手
口
で
す
。
連
絡

を
せ
ず
、
身
に
覚
え
の
な
い
請
求

を
受
け
て
も
応
じ
ず
、
無
視
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

悩
ん
だ
と
き
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
＝
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
（２０）
３
０
１
５
（
平
日
午
前
９
時

～
午
後
４
時
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
（
局
番
な
し
）
１
８
８　

本
市
の
地
価
調
査
価
格

　

平
成
30
年
７
月
１
日
時
点
の

「
地
価
調
査
」
価
格
が
公
表
さ
れ

ま
し
た
。

　

地
価
調
査
は
、
栃
木
県
知
事
が

判
定
し
、
公
表
す
る
も
の
で
、
毎

年
７
月
１
日
時
点
の
基
準
地
の
適

正
な
価
格（
１
㎡
当
り
）で
、
皆
さ

ん
に
土
地
の
正
常
な
価
格
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
土
地
取
引
の
目
安

に
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

基
準
地
お
よ
び
標
準
価
格
は
、

栃
木
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
な
お
用
地
課（
５
階
）、

田
沼
・
葛
生
の
各
行
政
セ
ン
タ
ー
、

各
支
所
、
図
書
館
で
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
１
０
５

最
低
賃
金
の
改
正

　

栃
木
県
最
低
賃
金
が
10
月
１
日

か
ら
１
時
間
826
円
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
の

区
域
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
栃
木
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室　

☎
０
２
８（
６
３
４
）９
１
０
９

異
常
水
質
事
故
の
未
然
防
止

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

河
川
な
ど
に
油
や
薬
品
な
ど
が

流
入
し
た
こ
と
に
よ
り
魚
が
死
ん

だ
り
す
る
「
異
常
水
質
事
故
」
が

毎
年
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

異
常
水
質
事
故
が
発
生
す
る

と
、
農
業
や
漁
業
に
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
被
害
が
発
生
す
る
な

ど
、
下
流
域
で
の
水
の
利
用
に
支

障
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

●
事
業
場
で
は
、
油
や
薬
品
な
ど

が
流
出
し
な
い
よ
う
、
以
下
の
事

項
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
機
械
や
設
備
な
ど
は
定
期
的
に

点
検
す
る

・
油
や
薬
品
な
ど
の
正
し
い
取
り

扱
い
方
法
を
十
分
理
解
す
る

・
オ
イ
ル
タ
ン
ク
の
残
量
や
破
損

の
有
無
を
定
期
的
に
確
認
す
る

・
万
一
、
事
故
が
起
き
て
し
ま
っ

た
時
は
、
直
ち
に
油
や
薬
品
な
ど

の
流
出
を
防
止
し
、
速
や
か
に
県

南
環
境
森
林
事
務
所
に
連
絡
す
る

●
家
庭
で
は
以
下
の
事
項
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

・
不
要
と
な
っ
た
油
や
塗
料
・
農

薬
類
は
、
適
切
に
処
分
す
る

・
キ
ッ
チ
ン
か
ら
油
を
流
さ
な
い

・
灯
油
な
ど
の
給
油
中
は
油
漏
れ

に
注
意
す
る

■
問
合
せ
＝
環
境
政
策
課

☎
（２０）
３
０
１
３

県
南
環
境
森
林
事
務
所
環
境
対
策

課
☎

（２３）
４
４
４
５

市有施設適正配置～第４回「市有施設の２つに１つは老朽化」～
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

り
ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
市
民
と

し
て
の
権
利
を
行
使
で
き
な
く

な
っ
た
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
住
所
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

は
、
す
み
や
か
に
届
出
を
お
願
い

し
ま
す
。　

■
問
合
せ
＝
市
民
課

☎
（２０）
３
０
１
６
、
田
沼
行
政
セ
ン

タ
ー
☎
（６１）
１
１
２
４
、
葛
生
行
政

セ
ン
タ
ー
☎
（８６）
４
７
１
３

郷
土
の
歴
史
を
知
ろ
う

　

さ
ま
ざ
ま
な
伝
承
と
共
に
貨
狄

様
と
呼
ば
れ
、
江
戸
時
代
か
ら
守

り
継
が
れ
て
き
た
エ
ラ
ス
ム
ス
立

像
と
、
戦
国
武
将
・
牧
野
成
里
の

歴
史
的
物
語
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
11
月
10
日
（土）
午
後
１
時

〜
３
時
30
分
▼
会
場
＝
吾
妻
地
区

公
民
館
▼
内
容
＝
過
去
の
映
像
で

観
る
貨
狄
様
伝
承
、
エ
ラ
ス
ム
ス

像
の
物
語
、
戦
国
武
将
・
牧
野
成

里
の
生
涯
▼
費
用
＝
無
料

■
問
合
せ
＝
秘
宝
エ
ラ
ス
ム
ス
立

像
に
学
ぶ
会
☎
（２３）
５
５
９
９

就
学
援
助
費（
新
入
学
児
童

生
徒
学
用
品
費
）
を
入
学
前

に
支
給
し
ま
す

　

平
成
31（
２
０
１
９
）年
度
に
入

学
す
る
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
、

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
に
限

り
、
入
学
前
の
３
月
に
支
給
を
し

ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
学
校
教
育
課

（
３
階
）で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
経
済
的
理
由
に
よ

り
就
学
が
困
難
で
、
平
成

31

（
２
０
１
９
）年
度
に
市
内
の
公
立

小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
▼
申
請
期
間
＝
11

月
15
日
（木）
〜
12
月
25
日
（火）

▼
必
要
書
類
＝
平
成
29
年
中
の
所

得
が
わ
か
る
も
の
、通
帳
、印
か
ん

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２０）
３
１
０
７

住
所
変
更
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

　

住
民
登
録
は
、
住
所
の
公
証
や

選
挙
人
名
簿
の
登
録
の
ほ
か
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
、
国
民
健
康
保
険
、

国
民
年
金
、
介
護
保
険
、
児
童
手

当
な
ど
の
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

登
録
の
内
容
が
実
態
と
異
な
っ

て
い
る
場
合
、
住
民
票
を
職
権
で

削
除
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

　９月に開催した「サマーピクニック＆クリケット in 佐野」ですが、幸い好天にも恵まれ、大変多

くのお客様にご来場頂きました。普段関わりのない方々がイベントを通じて同じ時間と空間を共有し、

その傍らに「クリケット」がある、ある意味このプロジェクトの目指すべき姿をつくり出せたのでは

ないかと思います。

　さて、これから本プロジェクトの１つ目の柱、「『国際クリケット場』の事業化」について、現時点

での考え方を簡単にご紹介したいと思います。

　皆さんは「ボールパーク構想」という言葉をご存知でしょうか。これまで「野球場」は「野球を見

に行くための場所」でした。ですが、今、プロ野球チームの本拠地がある横浜や広島、北海道などで

進んでいる「ボールパーク構想」は、野球もありつつ野球以外のことも楽しめる、そういう場所を目

指しているそうです。規模の違いはありますが、「国際クリケット場」も、「クリケット」だけでなく、

人によって色んな楽しみ方がある、そういう場所を目指して行きたいと考えています。

　（地域価値創造マネージャー　秋山仁雄）

                                                                               
■

問合せ＝スポーツ立市推進課☎（２０）３０４９

今
月
の
納
税

　

11
月
は
国
民
健
康
保
険
税
（
普

通
徴
収
）
第
５
期
の
納
期
で
す
。

　

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

「クリケットタウン佐野」創造プロジェクト「Sano Cricket Challenge !!!」

「佐野クリケットチャレンジ !!!」を進める上での

「４つの柱」①
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◆老後や「もしも」のときに備えて国民年金

　日本に住む２０歳から６０歳未満のすべての方は国

民年金に加入します ( 表１)。老齢基礎年金など ( 表２)

年金給付を受けるためのシステムですが、国も給付に

必要な費用の２分の１を負担しています。

　年金受給のために、国民年金への加入届け出をして、

保険料もきちんと納めましょう。

◆国民年金保険料の納付が困難なときは

　保険料を納めることが経済的に困難な場合には、

納付が免除または猶予される制度があります。

①保険料申請免除制度…本人、世帯主、配偶者の前

年の所得要件により全額または４分の３、半額、４

分の１が免除となります。

②若年者納付猶予制度…５0 歳未満の方で、本人、配

偶者の前年の所得要件により、保険料の納付が猶予

されます。

③学生納付特例制度…学生で、本人の前年の所得要

件により、在学中の保険料の納付が猶予されます。

◆２０歳になったらすべての人が加入します ( 表 1)　国民年金の加入者は次の３つに分けられます。

種別 加入者 加入の届出 保険料の納付

第１号被保険者 自営業・農林業・学生・無職の方など ご自身で市役所の担当窓口へ
ご自身で納付

月額１６,３４０円（平成３０年度）

第２号被保険者 会社員・公務員など 勤務先が届け出 給料などから天引き

第３号被保険者 第２号被保険者に扶養されている配偶者 配偶者の勤務先が届出
なし（配偶者の加入している年金

制度が負担）

◆暮らしをサポート３つの基礎年金 ( 表２)

種別 対象 年金額（平成３０年度） ※１

老齢基礎年金
保険料納付済期間と保険料免除期間を合わせて１０年以上ある方が

６５歳から受けられます。※２

７７９, ３００円（満額）

◆保険料を４０年間納めた場合

障害基礎年金
国民年金 ( 第１号 ) 加入中に初診のある病気やけがで国民年金法の１・

２級の障害にある間、支給されます。※３

１級　９７４, １２５円

２級　７７９, ３００円

遺族基礎年金

国民年金 ( 第１号 ) 加入中や老齢基礎年金を受けているか受けられる

方が死亡したときに、その方に生計を維持されていた子のある配偶

者、または子に支給されます。※３

（子とは１８歳到達年度末までの子または２０歳未満の障がいのある

子をいいます）

７７９, ３００円＋子の加算

・2 人まで 1 人につき

　各２２４, ３００円

・3 人目以降 1 人につき

　各７４, ８００円

※１　国民年金は賃金や物価の変動により年金額の見直しが行われます

※２　国民年金の受給資格期間が１０年以上で老齢基礎年金が受けられるようになりました。これまで年金加入期間が受給

　　　資格期間 (条件)に満たないため年金を受け取ることができなかった方は、早めに年金事務所へご相談ください

※３　障害基礎年金、遺族基礎年金を受けるためには、条件があり認定が必要です

◆納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！

　国民年金保険料は所得税法および地方税法上、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合と同様に、

社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され、税額が軽減されます。国民年金は、老後はもちろん不

慮の事故など万一のときにも心強い味方となる制度です。保険料は納期を守ってしっかり納めましょう。

栃木年金事務所では、相談希望日の１カ月前予約による年金相談を実施しています

▲

予約相談時間帯＝月曜日 ( 休日明け初日 )：午前８時３０分～午後６時、火～金曜日：午前８時３０分～午後４時、

第２土曜日：午前９時３０分～午後３時

▲

予約受付＝ナビダイヤル☎０５７０(０５)４８９０

栃木年金事務所☎０２８２(２２)４６９７　※平日　午前８時３０分～午後５時１５分

■問合せ＝市民課年金係☎（２０）３０１９・田沼行政センター☎（６１）１１２４・葛生行政センター☎（８６）４７１３
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

業
な
ど
に
従
事
さ
れ
る
方
も
次
の

こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
オ
レ
ン
ジ
色
な
ど
の
明
る
い
色

の
目
立
つ
服
装
を
心
が
か
け
る

※
白
い
帽
子
や
タ
オ
ル
な
ど
は
、

シ
カ
に
間
違
え
ら
れ
る
色
で
す

②
鈴
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
自
分
の
存

在
を
知
ら
せ
る

③
銃
声
が
聞
こ
え
た
ら
近
寄
ら
な
い

④
林
道
な
ど
に
複
数
の
車
両
が
止

ま
っ
て
い
る
と
き
は
、
近
く
で
狩

猟
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
気
を
つ
け
る

⑤「
わ
な
」設
置
の
看
板（
標
札
）
な

ど
が
あ
る
場
所
へ
は
近
寄
ら
な
い

■
問
合
せ
＝
農
山
村
振
興
課

☎
（６１）
１
１
６
３

市
民
協
働
に
よ
る

地
域
づ
く
り
講
演
会

～
『
あ
そ
び
』
を
取
り
入
れ
た
地

域
づ
く
り
～

▼
日
時
＝
11
月
８
日

（木）
午
後
1
時

30
分
～
３
時
30
分

▼
会
場
＝
田
沼
中
央
公
民
館

▼
費
用
＝
無
料

▼
講
師
＝
西
川
正
さ
ん
（
特
定
非

営
利
活
動
法
人
ハ
ン
ズ
オ
ン
埼
玉

理
事
）

■
問
合
せ
＝
市
民
活
動
促
進
課　

 

☎
（２０）
３
８
１
２

ストップ・滞納～税金は納期内に納めましょう～　

■

問合せ＝収納課☎（２０）３０１０

　税金は、市民の皆様が安心で豊かな社会生活をしていくための大切な財源です。

　市では、税金を納期内に納めていただいている多くの方との公平性を保つために、納付できるのに納付し

ない方や、他の返済を優先し税を滞納している方については、早期に滞納整理を行っていきます。

市では、次のような取り組みを行っています

●納税相談　市税などを納期限内に納めることが困難な方からの相談を受け付けています。

●納税催告　納期限を過ぎても納付・相談がない方へ、催告書などの送付、電話催告、自宅訪問、

または勤務先訪問を行います。

●財産調査　滞納されている方の財産調査（官公署、金融機関、保険会

社など）を行います。また、勤務先に対して給与の照会も行います。

●差押処分　滞納されている方の財産（不動産、預貯金、生命保険、給与、

自動車など）の差し押さえを行います。差し押さえ後も納付にならない

場合は、差押財産の公売・取立を行い、市税に充当します。

期限内納付にご協力をお願いします

自
動
車
の
差
し
押
さ
え
の
様
子

　

犯
罪
か
ら
自
分
、
家
族
、
地
域

を
守
る
た
め
の
対
策
を
年
末
年
始

に
向
け
て
も
う
一
度
見
直
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
危
機
管
理
課

☎
（２０）
３
０
５
６

足
利
佐
野
都
市
計
画
事
業

駅
南
公
園
西
土
地
区
画
整
理

事
業
の
事
業
計
画
案
の
縦
覧

　

土
地
区
画
整
理
法
第
55
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
し
ま
す
。

　

当
該
事
業
計
画
案
で
、
都
市
計

画
で
定
め
ら
れ
た
事
項
以
外
に
つ

い
て
意
見
の
あ
る
利
害
関
係
者

は
、
12
月
11
日

（火）
ま
で
に
栃
木
県

知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
＝
11
月
14
日

（水）
～
27

日
（火）
（
土
・
日
曜
日
を
含
む
）
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▼
縦
覧
場
所
＝
都
市
整
備
課
（
５

階
）

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
１
０
１

　
狩
猟
事
故
防
止
の
た
め
に

　

11
月
１
日
か
ら
翌
年
２
月
末
日

ま
で「
狩
猟
期
間
」で
す
。

　

狩
猟
者
自
身
が
気
を
つ
け
る
の

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ハ
イ
キ
ン

グ
な
ど
で
山
林
に
入
る
方
、
農
作

女
性
の
再
就
職
相
談
会

（
出
張
相
談
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
利
マ
ザ
ー
ズ

コ
ー
ナ
ー
の
相
談
員
が
、
仕
事
の

選
び
方
、
面
接
の
受
け
方
、
子
育

て
し
な
が
ら
働
く
情
報
な
ど
に
つ

い
て
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ま

た
、
求
職
申
込
書
の
ご
案
内
も
し

ま
す
。　

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り

（
満
６
カ
月
以
上
就
学
前
）

▼
日
時
＝
11
月
30
日

（金）
午
前
10
時

～
正
午
▼
会
場
＝
西
児
童
館

▼
費
用
＝
無
料

■
申
込
・
問
合
せ
＝
人
権
・
男
女

共
同
参
画
課
☎

（６１）
１
１
４
０

年
末
の
防
犯
防
火
診
断

　

12
月
３
日

（月）
に
年
末
の
防
犯
防

火
診
断
を
行
い
ま
す
。
夕
方
、
市
・

警
察
・
消
防
の
関
係
者
が
市
内
を

巡
回
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
乗
り
物
盗
な
ど
は

依
然
と
し
て
高
い
割
合
で
発
生
し

て
い
る
ほ
か
、
子
供
や
女
性
へ
の

凶
悪
事
件
の
前
兆
と
な
る
「
声
か

け
」
や
「
つ
き
ま
と
い
」
事
案
な

ど
の
発
生
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
も
県
内
に
お
い

て
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
『
特
殊

詐
欺
』
の
発
生
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
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講

座

狩
猟
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

　

狩
猟
を
行
う
に
は
狩
猟
免
許
が

必
要
で
す
。
深
刻
化
す
る
野
生
鳥

獣
の
被
害
に
対
応
し
、
捕
獲
の
担

い
手
と
な
る
狩
猟
者
を
増
加
さ
せ

る
た
め
、
県
で
は
狩
猟
免
許
試
験

の
事
前
講
習
会
の
受
講
者
に
対

し
、
テ
キ
ス
ト
の
無
料
配
布
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
狩
猟
免
許
を
取
得

し
、
狩
猟
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
合
せ
＝
県
南
環
境
森
林
事
務
所

☎
（２３）
１
４
４
１

県
猟
友
会

☎
０
２
８
（
６
１
１
）
１
５
２
６

平
成
31
年
版
県
民
手
帳
を

販
売
し
ま
す

　

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

▼
価
格
＝
通
常
判
540
円
、
ポ
ケ
ッ

ト
判
432
円（
税
込
）▼
販
売
期
間
＝

11
月
15
日

（木）
～
１
月
31
日

（木）
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
平

日
の
み
、
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
販
売
場
所
＝
政
策
調
整
課（
４

階
）、
田
沼
・
葛
生
行
政
セ
ン
タ
ー

●
市
内
で
は
次
の
所
で
販
売

未
来
屋
書
店
佐
野
新
都
市
店
（
イ

オ
ン
モ
ー
ル
１
階
）、
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
カ
ン
セ
キ
佐
野
店
、
宮
脇

書
店
佐
野
店
（
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
２

階
）、
安
蘇
庁
舎
売
店
な
ど

　

ま
た
、
一
部
コ
ン
ビ
ニ
で
も
取

扱
予
定
で
す
が
、
詳
し
く
は
店
頭

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
政
策
調
整
課

☎
（２０）
３
０
０
１

無
料
調
停
相
談
会

　

足
利
調
停
協
会
の
調
停
委
員

や
弁
護
士
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
事

前
申
込
は
不
要
で
す
。

▼
日
時
＝
11
月
12
日

（月）
午
前
10
時

～
午
後
３
時
▼
会
場
＝
佐
野
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
＝
金
銭
の
貸
借
、
サ
ラ
金
・

信
販
、
宅
地
建
物
の
貸
借
、
境
界
、

相
隣
関
係
、
交
通
事
故
、
夫
婦
・

親
子
関
係
、
離
婚
、
養
子
縁
組
、

扶
養
、
相
続
な
ど　

■
問
合
せ
＝
交
通
生
活
課

☎
（２０）
３
０
１
４

11
月
は
全
国
青
少
年
健
全

育
成
強
調
月
間
で
す

　

県
で
は
、
子
ど
も
を
育
む
た
め

の
大
人
の
基
本
理
念
や
行
動
指
針

と
し
て
、
平
成
22
年
２
月
に
「
と

ち
ぎ
の
子
ど
も
育
成
憲
章
」
を
制

定
し
ま
し
た
。

■お客様のニーズに合わせたプランを提供します。
■大型・中型・小型各種ご用意あります。
〈一般貸切・観光バス〉

丸五観光バス
〒326-0331足利市福富町828-1

（担当 阿部）☎0284-73-5477

　

市
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
や

希
望
を
持
ち
心
豊
か
で
た
く
ま
し

く
成
長
す
る
た
め
に
、
大
人
が
積

極
的
に
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
＝
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
（２０）
３
０
６
１

11
月
は
「
と
ち
ぎ
県
民
協
働

推
進
月
間
」で
す

　

詳
し
く
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
県
県
民
文
化
課

☎
０
２
８
（
６
２
３
）
３
４
２
２

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

　

平
成
31
年
３
月
、
４
月
入
隊
の

試
験
で
す
。　

▼
日
時
＝
12
月
１
日

（土）
・
２
日

（日）

▼
会
場
＝
陸
上
自
衛
隊
北
宇
都
宮

駐
屯
地
▼
試
験
種
目
＝
筆
記
試
験

（
国
語
、数
学
、社
会
、作
文
）、口
述

試
験
、
身
体
検
査
▼
応
募
資
格
＝

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
子（
年

齢
の
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

■
申
込
・
問
合
せ
＝
11
月
22
日

（木）

ま
で
に
自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本

部
足
利
地
域
事
務
所

☎
０
２
８
４

（７３）
０
２
３
０

と
ち
ぎ
の
狛
犬
め
ぐ
り

　

狛
犬
を
中
心
と
し
た
石
造
物

を
見
学
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
22
日

（木）
午
前
９
時

～
午
後
４
時
30
分
（
小
雨
決
行
）

▼
見
学
地
＝
栃
木
県
西
部
の
神
社

な
ど
を
予
定
▼
集
合
時
間
・
場
所

＝
午
前
８
時
50
分
ま
で
に
郷
土
博

物
館
に
集
合
▼
定
員
＝
20
人

▼
講
師
＝
同
館
職
員

▼
費
用
＝
500
円
（
資
料
代
・
保
険

料
）

■
申
込
＝
同
館
☎

（２２）
５
１
１
１

小
さ
い
も
の
展
Ⅱ
関
連
講
座

「
作
っ
て
み
よ
う

ビ
ー
ズ
de
放ほ

う
さ
ん
ち
ゅ
う

散
虫
」

　

微
化
石
の
中
で
も
形
の
綺
麗
な

放
散
虫
を
ビ
ー
ズ
で
真
似
し
て

作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
11
月
17
日

（土）
午
後
２
時

～
４
時
▼
会
場
＝
葛
生
地
区
公
民

館　

第
一
会
議
室
▼
対
象
＝
小
学

生
以
上
▼
講
師
＝
大
越
暢
子
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
15
人

▼
費
用
＝
500
円
（
材
料
費
）

■
申
込
＝
葛
生
化
石
館

☎
（８６）
３
３
３
２
（
月
曜
休
館
日
）
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

■
申
込
＝
交
通
生
活
課

☎
（２０）
３
０
１
４

藤
原
秀
郷
と
天
明
鋳
物
を

学
ぶ
講
座

　

藤
原
秀
郷
と
天
明
鋳
物
に
つ
い

て
、
理
解
を
深
め
る
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
27
日

（火）
午
前
９
時

～
午
後
４
時
▼
会
場
＝
午
前
８
時

50
分
ま
で
に
文
化
会
館
に
集
合

（
市
有
バ
ス
を
利
用
し
、
栃
木
県

立
博
物
館
企
画
展
「
藤
原
秀
郷
」、

市
外
の
天
明
鋳
物
作
品
を
見
学
）

▼
定
員
＝
先
着
36
人
（
申
込
は
２

人
ま
で
）
▼
費
用
＝
500
円
（
入
館

料
・
保
険
代
な
ど
）

※
昼
食
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す

■
申
込
＝
文
化
立
市
推
進
課

☎
（２０）
３
０
４
４

パ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
さ
の
講
座

「
朗
読
を
楽
し
も
う
Ⅱ
」

　

声
を
出
し
て
本
を
読
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
脳
も
声
も
若
が
え
り
ま

す
よ
。

▼
日
時
＝
11
月
15
日

（木）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
▼
会
場
＝
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
こ
こ
ね
っ
と

▼
定
員
＝
20
人
（
無
料
）

■
申
込
＝
11
月
７
日

（水）
ま
で
に
人

古
傘
の
布
地
を
再
利
用
す
る

マ
イ
バ
ッ
グ
作
り

▼
日
時
＝
12
月
11
日

（火）
午
後
１
時

30
分
～
４
時
▼
会
場
＝
田
沼
中
央

公
民
館
▼
対
象
＝
市
内
に
お
住
ま

い
の
方
▼
講
師
＝
佐
野
市
消
費
者

友
の
会
▼
定
員
＝
20
人
（
無
料
）

■
申
込
＝
ク
リ
ー
ン
推
進
課

☎
（２３）
８
１
５
３

「
廃
食
用
油
」
か
ら
石
け
ん

作
り
を
楽
し
も
う
！

▼
日
時
＝
①
11
月
21
日

（水）
石
け
ん

ア
ー
ト
「
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
」
②
12

月
19
日

（水）
さ
の
ま
る
石
け
ん
作
り

各
午
前
９
時
30
分
～
正
午

▼
会
場
＝
み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
▼
定
員
＝
各
回
10
人

▼
費
用
＝
①
材
料
費
300
円
、
②
無

料　

■
申
込
＝
ク
リ
ー
ン
推
進
課

☎
（２３）
８
１
５
３

楽
し
い
く
ら
し
の
講
座

「
無
添
加
調
味
料
・
焼
肉
の

た
れ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

▼
日
時
＝
11
月
27
日

（火）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
▼
会
場
＝
田
沼

中
央
公
民
館
２
階
調
理
室

▼
講
師
＝
佐
野
市
消
費
者
友
の
会

会
員
▼
定
員
＝
20
人

▼
費
用
＝
600
円

権
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
（６１）
１
１
４
０

化
石
採
集
教
室

　

フ
ズ
リ
ナ
や
ウ
ミ
ユ
リ
な
ど
大

昔
の
化
石
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
11
月
23
日（
祝
・
金
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
（
雨

天
中
止
）
▼
集
合
場
所
＝
葛
生
化

石
館
入
口
前
ロ
ビ
ー
▼
採
集
場
所

＝
市
内
山
林
（
山
登
り
あ
り
）

▼
対
象
＝
小
学
５
年
生
以
上

▼
費
用
＝
300
円
（
保
険
料
な
ど
）

▼
定
員
＝
先
着
15
人

■
申
込
＝
11
月
６
日

（火）
以
降
、
葛

生
化
石
館
☎

（８６）
３
３
３
２
（
月
曜

休
館
日
）

エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り

　

「
廃
食
用
油
」
を
利
用
し
て
、

環
境
に
や
さ
し
い
キ
ャ
ン
ド
ル
を

作
り
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
15
日

（土）
午
前
９
時

30
分
～
正
午
▼
会
場
＝
み
か
も
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
小
学

生
以
上
（
３
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）
▼
定
員
＝

先
着
15
人
（
無
料
）

■
申
込
＝
ク
リ
ー

ン
推
進
課

☎
（２３）
８
１
５
３

「佐野学」見学ツアー
　　　　　　　　■問合せ＝広報・地域連携課☎（２０）３０３７

　「佐野学」市民講座の関連施設などを見学します。

●吉澤石灰工業見学と葛生訪問

▲

日時＝１１月２１日（水）午前９時～午後４時　

▲

集合＝佐野日本大学短期大学　

▲

見学場所＝吉澤石灰工業の採掘現場や焼成施設、旧吉澤邸、吉澤

記念美術館（田村耕一生誕１００周年記念展覧会）など　

▲

定員＝先着４０人　

▲

費用＝２, ０００円

●天徳寺宝衍ゆかりの地を巡る

▲

日時＝１１月２６日（月）午前９時３０分～午後４時　

▲

集合＝佐野市観光物産会館　

▲

見学場所＝東明寺跡（藤原秀郷廟）、赤見城跡、報恩寺、本光寺、

金蔵院、唐沢山城跡（南城館にて抹茶提供）など

▲

定員＝先着４０人　

▲

費用＝３, ０００円

▲

申込＝１１月９日（金）までに、佐野日本大学短期大学

☎（２１）１２００（平日午前１０時～午後４時）

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術

専
門
校　

技
能
講
習
の
開
催

●
技
能
検
定
準
備
講
習
（
機
械
検

査
２
級
）

▼
日
時
＝
12
月
３
日

（月）
・
４
日

（火）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
▼
定
員
＝

10
人
▼
費
用
＝
４
９
５
０
円

●
表
計
算
デ
ー
タ
処
理
（Excel

２
０
１
３
関
数
編
）

▼
日
時
＝
12
月
６
日

（木）
・
７
日

（金）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
定
員
＝
14
人

▼
費
用
＝
３
５
２
０
円

●
半
自
動
溶
接

▼
日
時
＝
12
月
13
日

（木）
・
14
日

（金）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
▼
定
員
＝

15
人
▼
費
用
＝
４
９
５
０
円

※
受
講
料
は
栃
木
県
収
入
証
紙
に

て
お
支
払
い
く
だ
さ
い

■
申
込
＝
各
講
座
開
催
日
の
10
日

前
ま
で
に
同
校

☎
０
２
８
４

（９１）
０
８
０
３
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ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
時
間
」

▼
日
時
＝
毎
週
木
曜
日　

午
前

10
時
～
正
午
▼
費
用
＝
１
回
500

円
（
２
回
参
加
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
無
料
券
１
枚
贈
呈
）

■
問
合
せ
＝
ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま

☎
（６１）
１
１
５
３

わ
な
猟
講
習
会

　

わ
な
猟
の
基
本
や
正
し
い
実
践

方
法
を
知
り
ま
し
ょ
う
。　
　

▼
日
時
＝
11
月
８
日

（木）
午
後
１
時

～
４
時
頃
ま
で
▼
会
場
＝
田
沼
行

政
セ
ン
タ
ー
、
佐
野
市
内
の
山
林

▼
対
象
＝
①
わ
な
猟
免
許
取
得

者
、
②
わ
な
猟
に
興
味
の
あ
る
方

▼
内
容
・
講
師
＝
①
わ
な
猟
実
施

の
注
意
点
（
栃
木
県
県
南
環
境
森

林
事
務
所
）、
②
箱
わ
な
・
く
く

り
わ
な
の
設
置
現
地
実
習
（
栃
木

県
猟
友
会
安
蘇
支
部
）

■
問
合
せ
・
申
込
＝
佐
野
市
有
害

鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
事
務
局

（
農
山
村
振
興
課
内
）

☎
（６１）
１
１
６
３

コンタクトレンズ研究所

 ☎（0283）23-0381

大野眼科クリニック

（西産業道路・フレッセイ西）
佐野市赤坂町948-1

『大切に想う心にお応えします』『大切に想う心にお応えします』

栃木県初！
動物葬祭１級ディレクター取得セレモニー
当社は完全個別火葬です

佐野市犬伏上町２２０９

　
平成３０年度後期「カルパ青年 sano」　　　　

▲

日時＝１２月３日（月）から　

▲

対象＝１８～５０歳の方

▲

費用＝下記受講料のほか、年会費１, ０００円　

▲

申込＝１１月５日（月）～９日（金）午後７時～９時に受講料を添えて界地区公民館へ

■

問合せ＝カルパ青年 sano 会長 宮澤慎治☎０８０（５１８４）５３６２（平日午後７時～９時）

講座名 曜日 時間 会場 回数 受講料 定員

リズムステップ 月 午後８時～９時 界地区公民館 １２ ３，０００円 １５人

ＺＵＭＢＡ 火 午後７時２０分～８時２０分 界地区公民館 １３ ３，０００円 ３０人

ヨガ 火 午後８時３０分～９時３０分 界地区公民館 １３ ３，０００円 ３０人

フラダンス 火 午後７時４０分～９時 植野地区公民館 １３ ３，０００円 ３０人

バーニングエアロ 水 午後７時２０分～８時２０分 界地区公民館 １３ ３，０００円 ３０人

ブートアタック 水 午後８時３０分～９時３０分 界地区公民館 １３ ３，０００円 ３０人

バドミントン 木 午後８時～１０時 植野小体育館 １３ ３，０００円 ２０人

パン作り 木 午後７時～１０時 界地区公民館 ４ ６，０００円 ８人

ゴルフ 金 午後７時３０分～９時３０分 佐野グリーンゴルフ １２ １４，０００円 １５人

詳しくは

→ https://culpa-seinen-sano.amebaownd.com/

プログラム 日程 時間 定員 費用

①ペルビックス
トレッチ（骨盤
体操）教室①

１０月１６日～
１２月１８日

（毎週火曜日）
午後７時～８時 ２５人

５，０００円
（全１０回）

②初めてのベ
リーダンス教室

１０月１０日～
１２月１２日

（毎週水曜日）

午後１時３０分
～２時３０分

２０人
５，０００円

（全１０回）

③初めてのヨガ

教室

１０月１１日～
１２月２０日

（毎週木曜日）
午後１時～２時 ２５人

５，０００円
（全１０回）

④初めてのピラ
ティス教室

１０月１１日～
１２月２０日

（毎週木曜日）

午後２時３０分
～３時３０分

２５人
５，０００円

（全１０回）

⑤ペルビックス
トレッチ（骨盤
体操）教室②

１０月１２日～
１２月２８日

（毎週金曜日）
午後２時～３時 ２５人

５，０００円
（全１０回）

⑥ステップエア
ロビクス教室

１０月１２日～
１２月２１日

（毎週金曜日）

午後７時３０分
～８時３０分

３０人
５，０００円

（全１０回）

⑦やさしいエア
ロビクス教室

１０月１２日～
１２月２１日

（毎週金曜日）

午前１０時３０分
～１１時１５分

１５人
５，０００円

（全１０回）

アリーナたぬま「スポーツ教室」　

▲

対象＝一般成人　

▲

申込＝アリーナたぬま☎（６１）１１５３（月曜休館）　

※教室によっては期間中休みがありますので、電話でご確認く

ださい。定員に満たない教室は、1 回６００円で参加可能です
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楽習講師企画講座　

■

申込＝生涯学習課☎（２０）３１０９　※事前にお電話にてお申し込みください

講座名 日時 会場 対象 講師（敬称略） 定員 費用
はじめてのパソコン
講座

１１月１４日・２１日・２８日
(各水曜）午前１０時～正午

ぱるぽーと NPO 唐沢 PC ６人 ３, ０００円

元気いっぱい　
写経を書いてみよう

１１月１７日 (土)
午前１０時～正午

田沼中央
公民館

中島清道 １５人 ２００円

ママ友作りのベビマ
１１月１９日 (月)、１２月７日 (金)
午前１０時３０分～正午　
※両日とも内容は同じ

城北地区
公民館

※１ 柏倉美香 ８組 ５００円

インフルエンザ対策
アロマスプレー

１１月２４日 (土)、１２月４日 (火) 
午前１０時３０分～１１時３０分
※両日とも内容は同じ

城北地区
公民館

大人 柏倉美香 １０人 ７００円

ほっこりあったか県南
物語り

１１月２６日 (月) 
午後１時３０分～３時　

市役所１階
さの民話かたくり
の会

なし なし

つまみ細工の講座
１１月２７日 (火) 
午後１時３０分～３時３０分

城北地区
公民館

大人 松田トク子 ７人 1, ５００円

エンジョイぷち講座
１１月２９日 (木) 
午前１１時～午後２時３０分　※２

市役所１階
エンジョイぷち
サークル

要問合せ

相続や遺言書が変わる
民法改正とは

１１月３０日 (金) 
午後１時３０分～３時３０分

市役所１階 関野義明 ２０人 １, ０００円

認知症予防と任意後見
制度

１２月３日 (月)
午前１０時～正午

市役所１階
行政書士グルー
プかたくり

１０人 ５００円

※１：２カ月～歩く前位まで　※２：１講座３０分程度（随時受付）

博物館・美術館の催し　詳しくは、各館のホームページをご覧ください。

▼休館日＝毎週月曜日（伝承館は１１月２９日（木）・３０日（金）も休館）※田村耕一陶芸館は、会期中は休まず開館

葛生伝承館
☎（８４）３３１１

祝い掛軸展　 ▼期間＝１月２７日(日)まで　 ▼開館＝午前９時～午後５時　 ▼入館料＝無料
【雛人形展の展示品募集】平成３１年２月９日(土) ～４月７日(日) の期間中、お持ちの雛人形な
どを展示しませんか　 ▼募集期間＝１月１３日(日) まで　※詳細は当館まで

葛生化石館
☎（８６）３３３２

「小さいもの展Ⅱ」開催！
　小さな小さな化石の不思議のぞいてみよう。肉眼では見えないけれど顕微鏡で広がる世界
がそこに！　 ▼期間＝１１月２５日（日）まで　 ▼開館＝午前９時～午後５時　 ▼入館料＝無料

郷土博物館
☎（２２）５１１１

第６８回企画展「天明鋳物師－伝説から飛躍へ－」２５日（日）まで開催中！！　天明鋳
物師が伝説の時代からどのように飛躍したかという点に注目します。　 ▼開館＝午前９時～
午後５時　 ▼入館料＝一般２１０円ほか　 ▼展示解説日＝１８日（日）午後２時～（申込不要）

人間国宝
田村耕一陶芸館
☎（２２）０３１１

田村耕一生誕１００年記念企画展「田村耕一の素顔」　
　市所蔵の名品と共に、写真や資料、家族のための作品などを展示します。

▼期間＝１２月１６日（日）まで　 ▼開館＝午前９時～午後５時　 ▼入館料＝無料　　

吉澤記念美術館
☎（８６）２００８

特別企画展「生誕１００年　田村耕一展」開催中　
　市内外の名品が久しぶりに一堂に会します。初公開資料も多数。

▼期間＝１２月９日（日）まで　 ▼開館＝午前９時３０分～午後５時　 ▼観覧料＝一般５１０円ほか

図書館の催し　詳しくは、各館で配布する「図書館だより」やホームページをご覧ください。

イベント名 日時 内容 対象など

佐野図書館
☎（２２）１８３３

大 人 の た め の スト ー

リーテリングおはなし会

１１月１８日（日）

午後１時３０分～

２時３０分

小泉八雲の「むじな」をは

じめ、昔話の「芋ころりん」

「月を射る」などを語ります。

小学生以上

先着４０人

申込不要

大人のための朗読会

「芥川龍之介を読む」

１２月２日（日）

午後１時３０分～３時

芥川龍之介の作品「蜘蛛の

糸」「トロッコ」「羅生門」

の朗読会

先着４０人　

申込不要

葛生図書館
☎（８６）３４１６

クリスマスおはなし会

～えいごでパーティー～

１２月８日（土）

午前１１時～

１１時３０分

英語と日本語の絵本の読み

聞かせ

幼児～

申込不要

１２月８日（土）

午前９時３０分～

１１時

絵本やアルファベットの

フェイスペイント

幼児～小学生

先着２０人（無料）

１１月１７日（土）以降、

電話または直接申込

【蔵書点検による休館のお知らせ】

佐野図書館：１１月１２日（月）～１５日（木）　田沼図書館：１１月２７日（火）～３０日（金）　葛生図書館：１２月３日（月）～６日（木）
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児童館情報

▼休館日＝第 3 土曜日と翌日の日曜日、国民の祝日

■問合せ＝南児童館☎（２３）２５２５

　東児童館☎（２１）１６６８、西児童館☎（２５）２４５２、

　田沼児童館☎（６２）０８７８

■申込・問合せ　健康増進課☎（２４）５７７０【子育て情報】　★１１月の予定

　

ぴよぴよルームあさぬま・たぬま
あさぬま☎（８５）８２２５　たぬま☎（６２）７０４１

（あさぬま保育園、たぬま保育園内）

※４月からあさぬま保育園とたぬま保育園で開設します

▼利用時間＝月～金曜日　午前１０時～午後４時

　※お弁当を持ってくると１日遊べます

★講座のご案内　午前１０時３０分から

▼日時・会場・内容＝

２日（金）たぬま　エプロンシアター

２２日（木）あさぬま　誕生会・栄養士の話

地域子育て支援センター情報地域子育て支援センター情報

次の施設でも、地域子育て支援センターを開設しています。

☆風の子保育園☎（２４）２２３５　☆大栗保育園☎（２０）５２５５　☆認定こども園あかみ幼稚園☎（２５）３６０８

☆詳しくは市ホームページ、または直接お問い合わせください　

地域子育て支援まちなかプラザ「ゆめぽけっと」

（佐野駅前交流プラザ「ぱるぽーと」２階）☎（２７）０２２４

▼利用時間＝午前９時～午後５時　

※飲食自由、一時預かり保育も受け付けています

○講習会「バルーンアート」講師：紙ひこーきの皆さん

　１６日（金）午前１０時３０分～（要予約）

○親子教室「ふたごちゃん集まれ」

　２８日（水）午前１０時３０分～（要予約）

○誕生会：２１日（水）午前１０時３０分～

○おはなしタイム：１３日（火）午前１１時～

教室名など 対象者・対象児など 期日 受付時間など 会場

ママパパ（ファミ

リー）学級

※要予約

初めて妊娠された方とその家族

①妊娠初期の方から

②妊娠中期以降の方から

①１１月１９日（月）午前９時１０分～１１

時４５分まで（受付：

９時～９時１０分）

佐野市保健センター
②１１月２８日（水）

赤ちゃん

ふれあいルーム
１歳未満のお子さんと保護者

１１月１９日（月）午前１０時～

１０時３０分

佐野市保健センター

１１月２１日（水） 田沼保健センター

子育て教室　

乳幼児のいる子育て中の親子が気軽に集い、相互交

流や子育ての不安・悩みを相談できる場所です。

▼内容＝親子の遊び（手遊びや歌）、工作など

▼日程＝各館午前１０時３０分から

南
毎週月曜日（祝日の場合はお休み）

※１４日（水）～１８日（日）は臨時休館

東
毎週木曜日

２７日（火）ベビーマッサージ午前１１時１５分から

西
毎週火曜日（０～１歳向け）ハイハイタイム　

※毎月１回ベビーマッサージ

毎週金曜日（１～３歳向け）のびのびタイム

田沼
にこにこタイム（毎週月曜日）、

ドレミルーム（第 2・第 4 水曜日）

５日（月）ベビーマッサージ午前１０時３０分から

　小学生や就学前の児童を持つ親と子を対象に行い

ます。参加希望の方は当日開始３０分前に会場に集

合し、受付をしてください。

アートバルーン遊び教室
　アートバルーンで色々なものを作って楽しく遊び

ましょう。

▼日時＝１１月４日（日）午後２時～３時ごろ
▼会場＝屋外工作教室

▼定員＝先着３０人程度　 ▼費用＝１００円（風船代）

こどもの国の消防訓練
　幼年消防隊の啓発と避難訓練、消防車両による放

水訓練を行います。

※緊急時、消防車両は出動できない場合があります

▼日時＝１１月６日（火）午前１０～１１時３０分

▼会場＝総合こどもセンターおよび屋外広場

こどもの国情報

▼休館日＝毎週月曜日、第２木曜日（祝日の場合

はその翌日）

■問合せ＝こどもの国☎（２１）１５１５
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各種相談ガイド　１１月１日（木）～１２月６日（木）

※【予】と記載のある相談は、予約が必要です

相談名 日時 会場 問合せ

育児相談
１１月１４日（水）午前９時～１１時 佐野市保健センター

健康増進課
☎（２４）５７７０

１１月２６日（月）午前９時３０分～１１時 田沼保健センター

【予】こころの健康相談
１１月１９日（月）心理士・１５日（木）精神科医
各日午後１時３０分～

佐野市保健センター

消費生活相談
月～金曜日　午前９時～午後４時
※多重債務の相談なども受付中

消費生活センター 
（５階交通生活課内）

消費生活センター
☎（２０）３０１５

市民相談 月～金曜日　午前８時３０分～午後５時 交通生活課（５階）

交通生活課
☎（２０）３０１４

【予】弁護士無料法律相談

１１月１３日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は１１月１日（木）午前９時～

万葉の里城山記念館

１１月２０日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は１１月１日（木）午前９時～

田沼中央公民館

合同相談
※交通事故・消費生活・
行政相談・宅地建物相談
※女性相談は家庭児童相
談室で受け付けます

１１月９日（金）午後１時３０分～４時 総合福祉センター

１１月２１日（水）午後１時３０分～４時
※交通事故・宅地建物相談は行っていません

田沼中央公民館

教育相談 月～金曜日　午前８時３０分～午後５時 教育センター
教育センター
☎（２０）３０４８

青少年の悩みごと相談 月～金曜日　午前８時３０分～午後５時
少年指導センター

（３階生涯学習課内）
少年指導センター
☎（２０）３０６１

児童福祉・女性相談・
母子父子家庭、寡婦の相談

月～金曜日　午前８時３０分～午後５時 家庭児童相談室（２階）
家庭児童相談室
☎（２０）３００２

【予】女性の再就職相談会
（託児あり）

１１月１６日（金）午前１０時～正午

男女共同参画推進センター
（パレットプラザさの）
※田沼行政センター２階

人権・男女共同参画課
☎（６１）１１４０

【予】女性のためのカウン
セリング相談

１１月１・１５日・１２月６日の木曜日
午前１０時～１１時５０分
※第１木曜日は午後１時１０分～２時も実施

女性相談 １１月２２日（木）午前９時３０分～午後４時

困りごと・人権相談
１１月１５日（木）午後１時３０分～４時 
※受け付けは午後３時まで

特設困りごと・人権相談
１２月４日（火）午後１時３０分～４時
※受け付けは午後３時まで

佐野市役所
（会議室３０２）

外国人相談
月～金曜日　午前８時３０分～午後５時
※通訳が必要な方は事前にご連絡ください

交通生活課（５階）
交通生活課
☎（２０）３０１４

隣保館定例相談 
（弁護士無料法律相談）

１１月２７日（火）午後１時３０分～３時３０分
※受け付けは午後１時～２時です

隣保館
隣保館
☎（２２）７５１３★そのほか、隣保館では教育・福祉、健康、住宅・年金・納税、就労・人権など

　の相談をお受けします。日程などは、直接お問い合わせください

司法書士による無料空き家
相談会

１１月１７日（土）午前１０時～午後３時
※正午～午後１時を除く、予約優先

市民活動スペース（１階）
空き家対策室
☎（２０）３０２８

障がいのある方の相談
とちのみおたすけコール

平日午前８時３０分～午後５時３０分 ☎（２４）５７５９
上記時間以外の緊急の相談 ☎０８０（４０７３）５７９９※２４時間対応

障がい者相談支援センター
みどり☎（２４）５７５９

精神に障がいのある方の相
談支援

月～金曜日　午前９時～午後６時 相談支援事業所さの
相談支援事業所さの
☎（２１）６８１１

精神保健福祉相談（要予約）
月～金曜日　午前８時３０分～（保健師）
１１月１６日（金）午後１時３０分～（精神科医）

安足健康福祉センター
（足利市）

安足健康福祉センター
☎０２８４（４１）５８９５

難病患者さんの相談・支援
など

午前１０時～正午、午後１時～４時
とちぎ難病相談支援セン
ター（宇都宮市）

とちぎ難病相談支援センター
☎０２８（６２３）６１１３

【マチイロ】　ＱＲコードを読み込み、アプリをインストール！

　インターネット上で閲覧でき

ます。ＱＲコードからアクセス！

スマートフォンでも「広報さの」を読むことができます

android 用iOS 用

【トチギイーブックス】



　  
ゆるゆるランチクルーズを開催しました！！

●出生　５５人　●死亡　９７人

●転入２３７人　●転出２５４人

人口の動き（９月分）

●人口 １１９，０８６人（－５９） 

　　男　 ５８，９４２人（＋１）

　　女　 ６０，１４４人（－６０）

●世帯　 ５１，２９０戸（＋１１）

（　）は前月比

人口と世帯数（１０月１日現在）

※住民基本台帳より（外国人住民を含む）

●山形小学校６年

　ぼくの将来の夢は、調理師になることです。調理師になりたいと思ったのは、家に一人でいた時に昼ごはん

を作ったのがきっかけです。「一人で大丈夫かな」と思いながら初めて作った料理でしたが、思ったよりも上

手にできました。母に食べてもらったら、笑顔で「おいしい」と言ってくれました。うれしかったです。調理

師になって、ぼくが作ったいろいろな料理を食べた人みんなが笑顔になってほしいです。

料理で笑顔に

松平　蓮
れん

 さん

　「ゆる党」メンバーであるさのまる（佐野市）、たかたのゆめちゃん

（陸前高田市）、ふっかちゃん（深谷市）の合同企画として、９月１７

日（祝・月）、東京湾をさのまるたちと周遊するツアー「ゆるゆるラ

ンチクルーズ」を開催しました！

　今回のツアーでは、なんとクルーズ船シンフォニークラシカ号を貸

切り！！船内のあらゆる場所にキャラのイラストやぬいぐるみを装飾し、船内まるごと「ゆる党」色に

染めました！各キャラも自分の市を PR すべく気合を入れ、正装や海賊衣装でクルーズゲストたちをお

もてなししました。

　また、この日のランチはすべてのメニューに各市の地元食材を使用した、ツアー限定ランチ！佐野市

食材のメニューとしては、佐野ラーメンのカッペリーニと、梨「豊水」と地酒を使った梨のコンポートがゲスト

に提供されました。ランチは好評をいただき、各市の物産コーナーに立ち寄ってランチに使われた食材などを買っ

ていくゲストも多く、各市の PR は大成功となりました。　■問合せ＝都市ブランド推進室☎（２７）３０１２
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佐野短大

ともこ皮フ科

青山

佐野 IC

万里

鐙塚公園

イオン

アウトレット

★

【美容皮フ科】

【一般皮フ科】

完全予約制
診療時間/9：00～18：00

※手術、ヒアルロン酸注射、ボトックスビスタ、　脂肪溶解注射は午後からの予約となります。
※全身脱毛の最終受付は１8:0０となります。

〈一般皮フ科 診察科目〉手湿疹、にきび、接触皮フ炎、乾燥性湿疹、慢性湿疹、異汗性湿疹、脂漏性皮膚炎、足白癬（水虫）、
爪白癬、じんましん、癜風、カンジダ症、マラセチア、尋常性疣贅（いぼ）、伝染性軟属腫（みずいぼ）、単純ヘルペス、
帯状疱疹、水痘、酒さ様皮膚炎、乾癬、扁平苔癬、毛孔性苔癬、ジベルバラ色粃糠疹、鶏眼（うおのめ）、胼胝（たこ）、
円形脱毛症、丹毒、蜂窩織炎（ほうかしきえん）、伝染性膿痂疹（とびひ）、熱傷（やけど）、あたまじらみ、日焼け、切り傷・
擦り傷、母斑（ほくろ）…あらゆる皮膚疾患に対応いたします。

4月より一般皮フ科診療受付18：30まで延長

診療時間

 9:00～12：30

16:00～18：30

月 火 水 木 金 土 日祝

◯ ◯ ◯ 休 ◯ ◯ 休

◯ ◯ ◯ 休 ◯ ◯ 休

スタッフ募集
美容受付カウンセラー /医療事務 /看護師

※一般皮フ科は予約制ではありません。

診断科目
一般皮フ科/美容皮フ科

栃木県全域、茨城県、
群馬県、都内からも
来院者多数

佐野インター
より車で
約 5 分

❶お電話にてカウンセリング予約
❷受付にてお悩みや診療内容の確認
❸院長先生による丁寧なカウンセ
　リング
❹部位に応じた高度な美容施術
❺施術後のドレッサー完備
❻安心のアフターケアサポート

診療の
流れ

美容皮フ科
スケジュール

ともこ皮フ科クリニック
佐野市
鐙塚町156-1TEL.０２８３‒８５‒９４８３
http://www.tomoko-clinic.jp ともこ皮フ科クリニック 検索




